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地域力をいかに育てるか
〜“分かち合い”で築くかながわの未来Ⅱ〜

公益財団法人かながわ国際交流財団
湘南国際村学術研究センター



　本書は、公益財団法人かながわ国際交流財団および神奈川県の主催により２０１３年１１月 ９ ・１０日

（土・日）に湘南国際村センター（神奈川県葉山町）にて開催された、２１世紀かながわ円卓会議「地

域力をいかに育てるか〜“分かち合い”で築くかながわの未来Ⅱ〜」における講演記録をもとに加

筆・修正したものです。

　なお当日プログラムについては次ページをご参照ください。また掲載されている所属・役職名・

プロフィールは開催当時のものです。
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開 会 挨 拶

かながわ国際交流財団理事長　福原　義春
　皆さん、こんにちは。

　本日は「地域力をいかに育てるか〜“分かち合い”で築くかながわの未来〜」の ２ 回目ということで、この円卓

会議を開かせていただきます。湘南国際村は、富士山がとてもきれいに見える所ですが、今日はあいにくの天気で

すので、海も富士も見渡すことのできない天候です。

　さて、お集まりいただきましたこと、ありがとうございます。この円卓会議は、財団の国際湘南村における基幹

事業の一つであり、テーマはそれまでの議論の成果を踏まえ、そして、その時代の風潮も考慮し設定しながら、こ

れまで１３年間継続してまいりました。

　２０００年度に初めて開催したときには「グローバリゼーション」をテーマとして、グローバリゼーションというの

はいったい何だろうか。グローバリゼーションになると、私たちの生活や地域にどのような変化があるだろうか、

それに対してどう備えるかということを議論してきました。そうした分野の研究者、政治家、ジャーナリストの

方々と何回も討論を重ねているうちに実際にグローバリゼーションが始まってしまったわけです。

　そして、その負の側面として、グローバリゼーションの潮流に押し流され、生活様式が画一化したり、あるいは

コミュニティの崩壊が進んだり、あるいは地域の独自性や多様性がますます失われていくようになりました。そこ

で、ここ数年のテーマの根底には、そうした現実をどのように捉え、そして向き合っていけばよいのか、という問

題意識を持ち、多様な角度から議論を展開してまいりました。

　特に、昨年度・今年度（２０１２・２０１３年度）の ２ カ年のテーマは、一昨年に発生した、東日本大震災や原発事故を

受けて、「地域力」をテーマに設定し、昨年は、私たち一人ひとりがこれからの地域社会をいかに描いていき、ま

た、その担い手となるか。そのためにはどういったかたちが考えられるか、ということを皆さんと話し合いまし

た。「地域力」の ２ 回目となる今年度は、前回の議論を踏まえながら、「地域力をいかに育てるか」というテーマで

３ つの切り口から考えることにしています。

　 １ つ目は「地域力を育てる制度」ということで、住民が主体的に地域の課題に取り組むための制度として住民自

治協議会に着目しました。県内の幾つかの市町村ではそういう取り組みが本格的に始まりつつあります。 ２ つ目は

「コミュニティを担う多様な主体」です。県内の取組み事例も踏まえながら、コミュニティやその担い手の在り方に

ついて考えてまいります。 ３ つ目は「地域力を育てるビジョンづくり」であります。私たち一人ひとりが担い手に

なるときにどのような役割が求められるのか。実際に、対話を通して会場の皆さんと考えていければと思っていま

す。

　本日の講師としては、はるばる長野県下條村からおいでいただいた伊藤村長と、この湘南国際村からほど近い逗

子市の平井市長。そして明日の討議者として、まさに地元葉山町の山梨町長の ３ 人の首長さんをお迎えすることが

できましたこと、お礼申し上げます。また明日は、日本社会の共同体の歴史を踏まえて、共同体を基盤としてこれ

からの社会デザインの将来像を見据える哲学者の内山節さんの基調講演。そして、県内でコミュニティの課題に取

り組んで成果を上げている方々の現場の話を聞きながら、神奈川の地域力を鍛えるための知恵を会場の皆さんと一

緒に考えてみたいと思います。

　そのような次第で、まずは参加者の皆さんに申込時にご意見を書いていただいて提出していただきました。明日

の ２ 日目には、討議者の方々と共に参加者の皆さんがテーブルごとに話し合うダイアログの時間も設けてありま

す。また、この話し合いの様子はUstreamにおけるインターネット上の同時中継をするということでご理解をい

ただく必要があると思っています。そのUstreamによって、この会場にいらっしゃらない方にも広くこの議論を
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共有していただくことができるのではないかと思っています。

　 ２ 日間にわたる話し合いの全体のかじ取り役は、前回に引き続きまして、地域の再生問題に取り組み、「分かち合

いの経済」を説く、東京大学名誉教授の神野直彦先生にお引き受けをいただいております。

　それから、プログラムを開いてご覧いただきたいのですが、今回も実にさまざまな分野で活躍されている討議者

の方々にお集まりいただきました。お忙しい折、誠にありがとうございます。あらためてお礼を申し上げたいと思

います。

　少子高齢化がますます進んでいく私たちの社会では、２１世紀にあるべき地域社会や絆の深いコミュニティの姿を

描き出し、私たち一人ひとりがそのために何ができるかを考え、行動することが求められております。そうした思

い、あるいは関心を持ってお集まりいただきました皆様方がお持ちの知見を披露していただくために、 ２ 日間のプ

ログラムに皆様にも積極的に加わっていただくことを期待しております。

　会場にお集まりいただいた全員の方々が、それぞれの思い、願いを紡ぎ合って実践していくことで、私たちの子

どもや孫たちの未来を切り拓くことができるきっかけになると思っています。そのように願いながら開会のあいさ

つとさせていただきます。
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趣旨説明

地域力をいかに育てるか
〜“分かち合い”で築くかながわの未来Ⅱ〜

モデレーター：神野直彦（東京大学名誉教授／地方財政審議会会長）

はじめに

地域の問題を見つめて

問題解決能力と絆の力

制度、主体、機能という ３つの切り口

仏もつくって魂も入れる

再生可能資源が再生力を失い始める

社会の自己再生力こそ地域力

プロフィール：神野　直彦（じんの・なおひこ）
東京大学名誉教授
１９４６年生まれ。専攻は財政学・地方財政論。政府税制調
査会会長代理、総務省・地方財政審議会会長も務める。
主な著書に『地域再生の経済学』（石橋湛山賞受賞、中央
公論新社）、『システム改革の政治経済学』（エコノミスト
賞受賞）『人間回復の経済学』『財政のしくみがわかる本』
『教育再生の条件　―経済学的考察』『「分かち合い」の経
済学』（以上、岩波書店）、『財政学』（租税資料館賞受賞、
有斐閣）、『税金常識のウソ』文春新書、『失われた３０年―
逆転への最後の提言』（ＮＨＫ出版新書、金子勝氏との共
著）等。その他編著書多数。
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はじめに

　モデレーターを務めさせていただきます神野でござ

います。よろしくお願いいたします。

　この２１世紀かながわ円卓会議にご参加いただきまし

たことを、私からも改めてみなさまに御礼を申し上げ

る次第でございます。

　私は現在、「年をとる」という、生まれて初めての経

験をしておりまして、先ほど、伊藤村長からも「目は

大丈夫ですか」とご心配をいただきました。ただ実際

のところ大丈夫ではなくて、１２月にいよいよもう一

度、手術をしなくてはならなくなりました。ほとんど

目が見えず、耳も遠くなっており、次に言う言葉が出

てこないというような状況で、戸惑うことばかりでご

ざいますので、皆様にご迷惑を掛けるかもしれませ

ん。あらかじめおわびを申し上げておく次第でござい

ます。

　さて、趣旨説明ということですが、ただいま理事長

より明確にお話をいただいております。この２１世紀か

ながわ円卓会議は、新しい世紀である２１世紀が夜明け

を迎えるとともに始まりました。私の言葉で表現させ

ていただければ、神奈川から新しい社会ビジョンを国

民国家の枠組みを越えて世界に偉大な物語として発信

しようということで生まれた会議だと理解しておりま

す。

地域の問題を見つめて

　２１世紀とともに始まり、２００１〜０３年の ３ カ年にわた

る第 １ 次シリーズでは「グローバリゼーション」を取

り上げました。その後、２００４〜０６年の第 ２ 次シリーズ

では「２１世紀を構築する」というテーマのもと、いず

れにしてもグローバリゼーションという現象の光と影

を見つめてきたと言っていいのではないかと思いま

す。その後、グローバリゼーションの影の部分が非常

に大きくなり、理事長からもご説明いただいておりま

すように、地域社会の文化が画一化され、地域の多様

性が失われるという側面が非常に大きくなってまいり

ました。そこで、その後はローカリゼーション―グ

ローバリゼーションとローカリゼーションを合わせて

「グローカリゼーション」という言葉もありますが―

地域の問題を見つめてきました。

　２００８・０９年度の第 ３ 次では、「新しい都市と地域」と

いう統一テーマで行っておりますし、１０・１１年度の第

４ 次では「コミュニティが育む人間性」というテーマ

のもと、コミュニティの問題を取り上げながら再創造

していくことに取り組もうとしたのですが、不幸なこ

とに２０１１年に、皆様ご存じのとおりに日本は東日本大

震災という自然災害の大危機に見舞われました。そこ

で、このときに、例年、年度末にやっていたものを秋

冬のころに開催するようになりました。昨年度・今年

度の第 ５ 次では「地域力」をテーマとして震災の経験

も踏まえつつ、昨年度は「地域力を鍛える」、そして今

回は「地域力を育てる」というテーマでこの会議を運

営させていただこうかと思っております。

問題解決能力と絆の力

　そこで「地域力」についてですが、私の理解では、

これを言い出したのはロバート・チャスキンという人

で、地域力は、「地域社会に生じている共同の不幸や共

同の困難を、その地域社会が解決していく能力」と定

義されております。チャスキンによれば、この地域力

には、 ２ つの側面があり、ひとつは「地域社会を構成

する構成員一人ひとりの問題解決能力」、そして、もう

一つは社会資本というか、チームワーク、絆の力です

ね。この、お互いに凝集していくネットワークを構成

した力は、ソーシャルキャピタル、社会資本あるいは

社会関係資本と通常、訳されています。地域力は、個

人的な問題解決能力と社会資本という ２ つの側面で規

定されると言っております。

　前回は「地域力を鍛える」というテーマのもと、皆

趣旨説明
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様もご存じの世界的に有名な建築家である伊東豊雄先

生に基調講演にお話しいただきました。「みんなの家

に込められた思い」というテーマの基調講演から始

め、地域力の場づくり。場をつくっている、つくりを

中心に議論したかなというのが私の印象でございま

す。これはソフトの面を含めてですが、場づくりとい

うことで進めたのかなと思っております。

　この前回の「地域力を鍛える」というテーマで開催

した円卓会議の最後に、理事長は次のように総括をさ

れていらっしゃいます。つまり、ご発表いただいた、

NPOで活動されている方々のさまざまな発表を聞

き、そうした活動に理事長が感銘したということをお

話になった上で、こうした、みなさんのようなリー

ダーがどのように育っていくのか、つくられていくの

か。こうしたリーダーがビジョンを描いて発信できる

ような、こういうリーダーを育てるのはどうしたらよ

いのだろうかというようなテーマを投げ掛けられまし

たので、それを受けて今回は、人をつくっていくとい

う人づくりの側面にスポットライトを当てながら進む

ようにしております。

制度、主体、機能という ３つの切り口

　さて、この人づくりも、先ほど言いましたように

チャスキンの定義でいえば、それぞれの構成員の個人

を強めていく力を、問題解決能力を高めていくと同時

に、社会資本というネットワーク、人と人とのネット

ワークの絆を含めた人づくりだと理解できると思いま

す。これもただいまの理事長の問題提起にありました

ように、こうした地域力づくりを縦糸にしながら、織

物でいいますと横糸は何で織るかというと、横糸は ３

つ、切り口は ３ つというお話をいただきました。制

度、主体、機能という ３ つの横糸――切り口でもいい

ですが――を持って錦を織りなしていこうと考えてお

ります。

　まず「制度」については、地域力を育てていく器づ

くりをどのようにするのかというのが制度づくりだと

考えると、主体と機能については培養する中身に関

わってきます。その「主体」については、「地域力を育

てる主体」と「地域力を担う対象としての主体」とい

う ２ つの側面がありますが、いずれにしても、その主

体は、地域の住民、市民です。地域社会の構成員が主

体になるということは間違いなくて、その主体が個々

人であろうと、もう一つ重要なのは、繰り返すようで

すが、絆というか組織をしていくという両側面があり

ますけれども、そういう主体づくりだと考えられるか

と思います。

　培養していく中身について、主体と機能とに分かれ

ますが、培養は、字引を引いていただければ、英語で

はcultureと表現しますから、これは文化に通じるも

のです。つまりは、培養するものはカルチャー、地域

文化となるかと考えております。制度や主体について

は、いわば「仏作って魂入れず」と言われますが、“仏”

にあたる器や制度、“魂”となる主体に対して、「機能」

はそうした制度を動かすことではないかと思います。

　ちょっとわかりにくいのですが、制度や主体は、ピ

クトイメージ――画像ですね――であるのに対し、そ

の機能を考えるということは操作像にするということ

かと思います。これは有名な『ピグマリオン』という

お話のなかで、ギリシャのクレタ島の王様が島に横た

わっている彫刻の彫像に恋をいたします。この彫像は

画像なわけですね。絵で描いたような像なのにもかか

わらず恋をして、海神、海の神ネプチューンに願いを

込めて、命、生命を入れていただくと、それが動き出

すわけですね。これは操作像、操作していく、動く、

実際に動いていく像にするということになりますの

で。「画像を操作像にする」というお話で有名なのは

この『ピグマリオン』という神話なのですけれども、

この『ピグマリオン』をバーナード・ショーが戯曲化

すると『マイ・フェア・レディ』というミュージカル

になるわけですね。簡単に言ってしまえば、理想的な

女性を操作像として作り上げるという話ですが。

仏もつくって魂も入れる

　さて、ここで機能を入れたということは、私たちは

地域力を育てる画像だけではなく、操作像を描いてい

こうと考えています。画像とともに動き出していく、

息吹を入れた、つまり、「仏を作って魂も入れる」こと

も考えてデザインしていこうということが、今回の

「地域力を育てる」というテーマで考えていることだ

と受け止めていただければと思います。

　さて、この １ 年間は私の考えではあまりいい年では

ありませんでした。事実、今回のこの会議は１３回目、

不吉な数字である１３回となります。私は、住まいに

クーラーがなく、信州の山の中に仕事部屋を持ってお

ります。今年の ４ 月初めには、もう夏のような季節に

なってしまったので、部屋を開けに行かないと駄目か

と思い、行ってみたら、道中でもうすでに熊本産のス

イカを売っていました。小玉スイカではなく、大きな

− 9 −

趣旨説明

地域力をいかに育てるか〜“分かち合い”で築くかながわの未来Ⅱ〜



スイカです。買って、仕事場に入り、明くる日、目が

覚めて窓の外に目を向けると、驚くべきことに３０セン

チぐらいの積雪です。この冬は北海道では父親が子ど

もをかばって亡くなった、痛ましい事故があったとき

です。 ４ 月下旬のことでしたが、大雪の年で、連休も

ずっと大雪でした。３０センチ積もられると、もうどこ

が歩く道かわからない。怖くて山を下りられませんか

ら、食べるものはスイカしかなくて、雪見ズイカにな

りました。

　どこかが狂い始めて、しかもその原因は人間ではな

いかと自覚しないといけないのではないか。その後、

起きたことは皆さんご存じのとおり、 ７ 月初めから真

夏日でした。世界各国のトップニュースはだいたい異

常気象ですね。熱波、洪水、竜巻、ヨーロッパでも日

本でもアメリカでも、そして今でもアメリカは洪水だ

と言っているわけですから、異常気象に振り回される。

　人間は気象に左右されないで生活できるようにする

ために農業をつくりました。狩猟経済であっち行った

りこっち行ったりする生活ではなく、ある一定の所に

とどまるために農業をつくったのですが、その人間が

つくり出した気候変動に左右されない生活をしたいと

願った人間が気候変動を逆につくり出して、自らの命

も危うくしているのではないかと考えています。

　この命を育んでくれた水色の惑星と共に歩む人間の

歴史もいよいよ終わりを告げるかなと思います。皆様

もご存じのとおり、一般的に地球温暖化についてはし

きい値効果と呼ばれるものがあり、ある一定の水準ま

では地球の温暖化としてずっと進んでいくのですが、

あるしきい値を超えてしまうと一挙に異常気象が起き

てくるというものです。これは素人考えですが、しき

い値を突破したのではないかと思います。

再生可能資源が再生力を失い始める

　私たち人類は、成長の限界ということで、まず、生

活をする場についての警告をいたしました。ただ、こ

の成長の限界というのは、再生不能資源、石油とか石

炭とか、原子力もウランとか、あれも再生不能資源で

すから、そういう再生不能資源には限界がある。それ

が成長の限界になるんだという問題意識だったと思い

ますけれども、それを突破して、私たちは再生可能資

源の再生力を失い始めたのではないか。成長の持続可

能性とよく言いますが、私に言わせれば、持続可能性

というのは、自己再生力を持っている自然を維持して

いく、自己再生力を持続可能にするということではな

いかと思っています。

　これだけ洪水があると、この洪水は謀略に満ちたこ

の地を神が裁いて洪水を起こした。つまりノアの箱舟

の神話そのままに、正しく、かつ全きの人にはノアの

箱舟を造れということを神が諭されているのではない

かと思うような状況になっています。

社会の自己再生力こそ地域力

　もう一つ、地域力との関係でいえば、深刻なのは人

間の社会の自己再生力です。人間の社会とは、誰に言

われなくても自己再生していくもののはずなのに、こ

れが失われてきた。この社会の自己再生力こそが地域

力で、これすらも失い始めているのではないかとい

う、怯えすら感じます。

　この今日の会議は、私の考えでは少なくても ２ つの

ことを前提にしています。ひとつは、神の恩寵は失わ

れていないという前提です。つまり、足場を固めて、

人々がかけがえのない能力を出し合えば、まだまだ私

たちがこの地域から新しい社会に転換していくための

時間は残されているんだという前提です。

　さらにもう一つの前提は、私たち人間はホモエコノ

ミクス、人間が全て商人、アダム・スミスの言葉を使

えば商人だと。みんな何でもかんでもお金で換算して

生きる価値というのを評価するような人間になってし

まったと思いますが、スウェーデンの生物学者リンネ

は、さまざまな分類をして、学名をつけていました

が、人間についても、その学名として、賢くも、ホモ

エコノミクスではなくホモサピエンス、つまり“知恵

のある人”という学名を採用しております。

　したがって、人間はまだまだそれぞれが、かけがえ

のない知恵を持っており、私たち人間は未知の大海に

海図を描いてあえて船出をしようとする期待の存在だ

ということをもう一度再認識して、繰り返し繰り返

し、船出をしていく。今日、私たちは、ここで多くの

人々が集いながら、知恵を出し合って、未知の大海に

船出をする海図を、地域力を育てるということを通し

て描いていければと思っております。

　以上、雑ぱくで話が少し飛んだところもありまし

た。ただ最後に、ここに私たちはこの会議をミューズ

の神――ミューズはご存じのとおり学芸の女神たちで

すね――捧げたいと思います。捧げたいというのは変

ですが、ミューズにささげる場というのはエジプトの

アレキサンドリアに初めて造られて、ミューズにささ

− 10 −

地域力をいかに育てるか

〜“分かち合い”で築くかながわの未来Ⅱ〜



げる場のことを私たちは博物館と呼んでいます。つま

りミュージアムですね。ここがそういう意味ではソフ

トなミュージアムとして新たなビジョンをここ神奈川

から発信できればと考えております。

　以上で、私の冒頭の趣旨説明を終わらせていただき

ます。
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講演 １

村民とともに歩む地域づくり

伊藤喜平（長野県下條村長）

〜子ども・若者が元気な村に〜

はじめに

合併しても効果が出ない

政治家の出る風土

村を支えた養蚕

議会の限界を感じて村長に

民間企業の厳しさを体験

少数の体制が精鋭を育てる

土木工事は地域の住民で

隗より始めよ

節約されたお金で基金を

高い出生率と若年人口率

一生懸命使うための基金

将来に向けた投資を

目的意識を持ち有機的な組織に

プロフィール：伊藤　喜平（いとう・きへい）
長野県下條村長
１９５３年長野県立飯田高等学校卒業。１９７５年 ４ 月　過疎化が進む村を憂いた商工会青年部を中心とした
若者に推挙され、村議会に出馬当選する。以来 ３期連続当選。１９８７年 ４ 月から ４ 年間村議会議長を歴
任。その間、村営上下水道の建設委員長、統合保育所建設委員長などの事業を建設委員長としてまとめ
上げる。１９９２年 ７ 月下條村長に就任※、村長として現在 ６期目、２２年目にはいる。
職員の意識改革に取組み、行政のスリム化を実現する。材料支給事業、全村合併処理浄化槽一本の推進
などユニークな事業の取組みにより、財政の健全化を実現する。起債制限比率マイナス４．５％（連続 ４
年県下第 １位であり、連続 ４年全国第 ４位）。若者定住促進や魅力ある村づくりに取組み、減り続けて
いた人口に歯止めをかけ、若年人口比率１６．１％、合計特殊出生率１．８６人を達成する。
※２００３年 ５ 月に下伊那郡町村会長、２００６年１０月には長野県町村会副会長に推挙され、郡下だけでなく県
下の町村のリーダーシップを現在も担っている。
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講演 １

伊藤喜平（長野県下條村長）

村民とともに歩む地域づくり

はじめに

　長野県の下條村長の伊藤でございます。本日、そう

そうたる皆さん、そして常にご指導いただいている神

野先生の横に座らせていただき身の固くなる思いでご

ざいます。私は別に難しい話はできません。ただ、田

舎の村長として、２２年目になりますけれども、たどた

どしく今日までやってきたらこういう答えが出たとい

うことを皆さんにご報告申し上げ、そして、またいろ

いろ貴重なご意見をお聞かせいただければありがたい

と思っております。

　長野県は南北に長い県でございまして人口が２２０万

人ほどです。下條村は、長野県の最南端下伊那郡のほ

ぼ真ん中にあり、県庁へはノンストップで行っても ２

時間半かかります。愛知県庁へは １ 時間半、岐阜県庁

にも １ 時間半、そしてまた、静岡の県庁もそろそろ １

時間半で行けるようになる、そうした位置にあります。

　人口は４，１００人から４，２００人程度です。みなさん、非

常に小さい村だなと思うでしょうが、下伊那郡の中に

は１３町村があり下條村は中程度の規模でして、大きい

方では １ 万３，０００人ぐらいの町が ２ つ、そして小さい

村では６００人を切るような村が ２ つあります。

合併しても効果が出ない

　なぜそんなに小さい村が林立しているかと言えば、

下伊那郡だけで四国の香川県並みの広さがあり、その

８６％を林野が占め、山と川と谷のあいだにぽつぽつと

集落があります。平成の大合併により１２０の市町村が 

７７になったところで、これ以上、合併しても効果が出

ないということで今ストップしております。

　それから、また交通の便が悪いところでもありま

す。今朝、私は ７ 時に家を出て、中央線を使い、その

後、逗子駅からはタクシーで来て、だいたい１２時半に

なりました。いやあ、日本は広いなということを感じ

させていただいたわけでございます。ただ１３年後には

中央リニア新幹線が開通する予定で、現在、工事が始

まっております。１３年後には品川から私どもの隣の飯

田市まで最高時速５０５キロを出し４０分で行けるように

なるそうです。それから、ほとんどラインは真っすぐ

でございまして、地下をはってくるわけでございまし

て、アルプスのど真ん中を突っ切ってくるそうです。

ただ生命には限界があるわけで、どうも私は乗れない

かなと思っているところです。

政治家の出る風土

　それから、私の村はなぜか輩出される政治家が多い

です。下條村に生まれ育った中で、私がお手伝いした

だけでも衆議院が ３ 名、参議院が １ 名。今は小選挙区

制になり、全員辞めてしまいましたが、政治家の出る

風土があります。私も今回で ９ 回選挙をやりました。

地元の議員の選挙に ３ 回出て、村長選には ６ 回目でご

ざいます。 ９ 回のうち ８ 回は全部選挙戦でございま

す。たぶん最後になると思いますけれども、一番最近

の選挙では無投票当選になりました。負け惜しみを言

うわけではありませんが、無投票というのは投票結果

も出ず、何となく寂しいというような気もする一方

で、無投票くらいいいものはございません。それを一

回だけ味わえたということはありがたいことと同時

に、私の無投票で３０数年ぶりに村長選が無投票になり

ました。

村を支えた養蚕

　また私の村では戦中、戦後は非常に養蚕が盛んでし

た。養蚕というのはカイコを飼って生糸を取ることで

すが、戦中、戦後の何も輸出するもののない時期に生

糸が非常に盛んで、私どものところでは組合製糸と

いって、４００人ぐらいの全寮制の女工さんが働いてお

りました。生糸を作って６０キロの梱包をして横浜の埠

頭まで運び、非常に景気がよい時代でした。それがア

〜子ども・若者が元気な村に〜
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メリカのデュポン社がナイロンを発明して、一挙に生

糸の価値が下がり、現在は本当に趣味で ４ 、 ５ 軒程度

がカイコを飼っているという状態です。

　そういった経緯で生糸が駄目になり、それから、昭

和４０年当時には、第 １ 次産業構造改革、機械化という

波にもまれてしまって、ほとんどの企業らしい企業も

立ち行かなくなりました。人口もどんどん減りまし

て、６，４００人いたのが、私の鮮明な記憶では、最終的に

３，８５９名まで落ち込んでしまいました。

議会の限界を感じて村長に

　私も田舎でそれなりの商売をしておりましたが、こ

れだけユーザーが減ってしまっては仕方ないというこ

とで、当時、村役場に散々掛け合って、何とかしなけ

れば集落そのものがなくなってしまうよということを

強く具申したり、私自身も自分なりに一生懸命やって

おりました。当時の村役場は、そんなことはお構いな

しに、国や県から言われたことをゆっくりと目的意識

は一応持ちながらやっておるのが常でございました。

これでは私も商売を一生懸命やって利益を上げ、それ

で納めた税金の使い先がこのようなものでは犯罪に等

しいということで、若気の至りで議会選挙に出まし

た。 ３ 期務めましたが議会の限界を感じて、村長選に

出させていただいた次第です。最初の村長選では、特

に役場の職員諸君が、あいつが出ると、どうも我々の

周辺が危なくなるぞということで、すごくまとまって

しまい大変な選挙をやりましたが、平成 ４ 年に村長に

就任いたしました。

民間企業の厳しさを体験

　就任して、まず職員に対して「全体の奉仕者として

何をすべきか、ということをよく考えてやってくれ」

と言いましたが、なかなか伝わらない。わかっていて

もやらないという状態でしたので、私も、民間企業の

厳しさを体験させ、徹底してしごいてもらおうという

ことで、職員を派遣しました。派遣先は、お隣の飯田

市にあるシビアな会社で、今はホームセンターをワン

フロアでやっておりますが、当時は ８ 階建ての中で、

各セクションを分けてやっているところでした。

　当時６１人の職員がいましたが、これを ５ 人ずつに分

けて、たった １ 週間ではありますが交代でそこのセク

ションに送り込みました。朝早く ７ 時４０分までには集

合し、商品の知識を頭に入れノルマを設定し、営業時

間が終われば、ノルマの達成率はどのくらいで、どこ

で問題があったのかということを明日の朝までに書い

てこいという世界を体験してもらいました。実際にこ

んな社会があるんだなということを彼らにしっかり理

解してもらいました。

少数の体制が精鋭を育てる

　そして迎えた ３ 月には、 ３ 人が「とてもついていけ

ない」ということで辞めていただき（今、公務員 １ 人

辞めていただくのも大変なことです）。 ４ 人が定年退

職でした。一度に ７ 人、 １ 割の人に辞めていただきま

したが、職員の中に、補充してくれという声はほとん

どありません。我々がやらなければ仕方がないという

ことで、退職不補充を繰り返して現在３８名の体制で

やっております。決してムチでたたく、ということで

はなく、職員はきっちりと目的意識や全体の奉仕者で

あるという自覚を持っております。そして、田舎の自

治体では １ 人で ２ 役も ３ 役もやらなければいけないの

で、少数にすると結果的に精鋭になりました。

　私は、行政は絶対難しくしてはいけないと考えてお

り、シンプル・イズ・ベストということで、とにかく

少数の精鋭たちで思いっきり仕事をしてもらっていま

す。そうすると、小さな村なので、彼らに対する村民

の評価も違ってきます。今までは ８ 時２９分に滑り込み

して、 ５ 時１５分にクモの子を散らすように退散して

おった、あの君たちが、本当に朝早くから、夜も一生

懸命やってくれているということで、だんだん評価が

上がってくる。評価が上がれば、彼らもさらにやる気

になります。

土木工事は地域の住民で

　そうした中で、村民の皆さんにもお願いいたしまし

た。「職員は、とにかく今、皆さんの見ているとおり一

生懸命やっておりますよ。皆さんも下條村みたいな何

もない村で、何でもかんでも行政だということになる

と、これは生かさず殺さずのような村になってしまい

ますよ。何とか皆さんも知恵を出して汗をかいてくだ

さい」とストレートにお話ししました。

　半年ほどは、相当抵抗がありましたが、職員を減ら

すことを思えばたいしたことではなく、そのうち村民

も「よし、わかった」ということで、堤防が壊れたら、

その各集落で修復していただくようになりましたし、

現在、生活道路、林道、農道の工事はほとんど地域住
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民にやっていただいています。村では若干の査定はし

ますが、材料を惜しみなく必要な分を用意します。

　そうして、みんなが知恵を出し、みんなで汗をかい

た後に、地区の公民館でビールでも飲んでいると最初

は村長の悪口ばかり出ていたそうです。あの野郎、選

挙やる前はペコペコ頭を下げたけど当選したら「これ

もやれ、あれもやれ」と、とんでもない話だという悪

口が１０分ぐらい続いた後に「そうは言っても、きれい

になったな」という話になるそうです。現在２２年目に

入りましたが、今でも第 ２ 、第 ４ 土曜日にはどこかの

集落で必ず工事をやっていただいています。どうして

もプロがやらなければいけない工事はもちろん村がや

りますが、通常の工事については、何の抵抗もなく当

たり前のようにやっていただいます。

隗より始めよ

　まず「隗より始めよ」ということで自治体の職員が

本当に歯を食いしばって一生懸命やれば、村民も知ら

ず知らずのうちに参加する。そして、そういうことを

してくれるということになると、非常に財政的にも助

かります。財政的に助かるということもありますが、

それ以上にありがたいことは、村づくり、地域づくり

というのは我々が汗をかいて知恵を出して協力すれ

ば、次の日から良くなるんじゃないかということが皆

さんにわかっていただいたことです。そして、積極的

に村づくりに参画してもらっており、これは本当にあ

りがたいことと思っております。こうした村づくりそ

のものが、村の最大の資本であり、これからも絶対手

を抜かないようにやっていくつもりでございます。

節約されたお金で基金を

　そうした取組みをしている中で、節約されたお金に

より、小さな自治体としては相当の基金ができており

ます。これを、ある程度積極的に使い、保育料につい

ては国の基準の５０％ほどですし、医療費についても高

校生までは無料、義務教育の給食費も４０％を補助して

おります。若者専用住宅は１４０戸ほど建ちましたが、 

６５平米の ２ LDKで駐車場 ２ 台付きとなっており、家賃

は月３３，０００〜３４，０００円にしています。各種予防接種に

ついても８０％補助にしてほとんど無料でやっておりま

す。そして高齢化社会になってまいりましたので、７５

歳以上の後期高齢者の自己負担は村で半分負担してお

ります。前期高齢者、７０歳から７４歳までの医療費は 

３０％を補助しています。

高い出生率と若年人口率

　それから下水道も全部、合併処理浄化槽にしまし

た。これが非常に高い効果があり、今の公共下水と何

ら性能は変わらず、イニシャルコストもランニングコ

ストも非常に安く上がっております。私どもの地域の

町村というのは皆、下水道事業で苦労しています。例

えば下條村の場合、４０〜４５億円と試算され、下水道の

場合はこの半額補助が出ますが、あとの半額を３０年間

で償還しなさいというものです。３０年間で償還する

と、ちょうど４５億円になり、補助金分がとんでしまう

ことになります。そこで合併浄化槽にして各家庭が責

任をもって管理する形式にさせていただき、イニシャ

ルコストもランニングコストも非常に安く抑えられま

した。

　教育に関連することとして、中学 １ 年生を対象とし

た ３ 泊 ４ 日の海外研修のホームステイには現在５０％補

助をしておりますが、いずれは無料にできればと思っ

ております。それから小中学校において、よりよい教

育を充実させるため、村費で講師を ３ 名雇用していま

す。そして女性生涯出生率については、国の平均が 

１．３８から１．４ほどかと思いますが、村では２．０４です。

また１５歳以下が何％を占めるかという若年人口率（高

齢化率は６５歳以上の住民の占める割合ですが）につい

ては１７％台であり県下では １ 位です。

一生懸命使うための基金

　財政（一般会計）の状況については起債残高（借金）

が、交付税措置を引いた実質残額が８，８５９万円ありま

す。これは払ってしまえばいいじゃないかというよう

な額ですが、国が高い金利で昔貸しているので、資金

運用分はなかなか受け取らないという状況です。１，０００

兆円も借金があるのだから、これは受け取ればいいと

思いますが受け取らないという、もったいないことで

す。

　基金残高が約５５億６，９７４万円ありまして、人口４，２００

人で割ると、一人あたり１３０万円ほどの基金があると

いうことです。これをもう少し使わなければいけない

のですが、周りの市町村が下條村ばかりいい格好する

なということを、時々面と向かって言われますが。そ

ういうことで、私どもも歩調を合わせなければいけな

いということで、できるだけわからないように、でき
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るだけ一生懸命使うようにしております。

　基金は本当に無駄なものは一銭も使わないけど、必

要なものには一生懸命使いましょう、ということで

やっておりますが、毎年増えております。議会は「も

うちょっと使え。けちなことを言わない」と言います

が、これからリニアの時代を含めて広域の中で周りの

町村とも、仲良くやっていかなければいけない一方

で、いつまで、そこまで気を使えるかということで板

挟みになっている悩みもあります。

将来に向けた投資を

　平成２４年度の決算によると、経常収支比率が６５．３％

です。人件費や事務費など、長期的に見れば前向きの

資金ではありますが、これは要するに固定費でござい

ます。投資的なものに回せない義務経費の割合が６５．３％

というのは、非常に低い率であり、将来に向けた投資

として３４．７％を使っている、ということを表している

数字です。将来負担比率もゼロであり、今、小学校の

第 ２ 体育館やプールも造っておりますが、補助金を除

いた残りは全部自己資金でやっており、借金はありま

せん。

　それから実質の借金の比率を表す実質公債費比率は

マイナス４．５％です。これは東京２３区を含めて、全国

の１７４２市区町村の中で ４ 番目です。今年は ３ 番になる

かと思ったのですが、東京都の杉並区、江戸川区、鹿

児島の十島村に続き ４ 番でした。インターネットで調

べるとすべて順番が出てきます。ちなみに軽井沢とい

えば、皆さんもご承知の非常に健全な財政で素晴らし

い町ですが、４２番という順位になっています。

目的意識を持ち有機的な組織に

　とにかく何もない村、そして何の特色もない村です

が、今日までで４１１件の行政視察に来ていただきまし

た。視察を受け入れているような場合ではないのです

が、それでもここまで日本列島が沈み掛かっていると

きに、ひとつでも ２ つでも自治体の皆さんが来て、い

くらかでも勉強になればということで、やせ我慢で今

やらせていただいています。視察に来る皆さんの半分

ほどは「これは駄目だ」ということで帰り、残りの半

分は「何とかやってみないとしょうがないな」となり

ます。そして、また後で風の便りに聞いたところで

は、その ３ 分の １ ほどが一生懸命やっているとのこと

でございます。

　国も地方も行政組織は、しっかりとした目的意識を

持ち、それが反映でき有機的に動けるような組織、そ

してがんばっている人が報われるような組織に、切り

替えていかなければいけないのかなと思っておりま

す。生意気なことを申しましたが、ちょうど時間でご

ざいます。どうか、田舎村長のたわ言だと思って聞い

ていただければ幸いと思っております。

　以上で終わらせていただきます。ありがとうござい

ました。
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講演 ２

新しい地域自治
〜地域の課題を地域で解決するために〜

平井竜一（逗子市長）

はじめに

民主主義の実験場

““地域の自治”をつくる取組み

高度成長から低成長、成熟の社会へ

行政パワーの限界

さまざまな課題が地域に山積

新しい地域自治の仕組み

生きる基盤を地域に求める

きめ細かい対応を地域でつくり出す

住民同士のあいだに横串を

小学校区で顔の見える関係を育てる

市民がいつでも集まれる拠点を

住民自治協議会が行う ３つの事業

まずはみんなが顔見知りになること

トップが直に訴えて熱を伝える

制度設計の段階から時間をかけて

全体懇話会で固める段階へ

プロフィール：平井　竜一（ひらい・りゅういち）
逗子市長
１９６６年生まれ。８９年早稲田大学社会科学部卒業後、（株）
アスクプランニングセンター入社（社長秘書・経営企画
室）。９８年より逗子市議会議員三期連続当選。２００６年よ
り逗子市長に就任し、現在 ２期目。現在、最重要課題で
ある池子問題に続いて、市政運営に大きな影響を及ぼす
重要課題として、「新たな市民自治システムの構築と長
期ビジョンの策定」、「行財政改革の一層の推進」、「ゼ
ロ・ウェイスト社会への挑戦」の ３つの課題を位置付け
ている。
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はじめに

　この湘南国際村の隣の自治体、逗子市からやってま

いりました平井竜一と申します。よろしくお願いいた

します。この円卓会議に参加するのは初めてですが、

今回のテーマが「地域力を育てる」ということですの

で、逗子市で取り組んでいる地域自治について私から

お話をさせていただきます。

　最初に、逗子市の簡単な概略といいますか、沿革を

申し上げますと、人口が現在、約 ５ 万８，０００人、市域の

面積が１７平方キロ程度でございまして、そのうち ３ 分

の １ ほどは山となっており、市街地は非常に小さくコ

ンパクトなまちです。

　戦時中は横須賀市に強制合併された時代がありまし

た。まさに軍港市横須賀の一部として、いわゆる太平

洋戦争を支えていった、そういう地の利です。それが

終戦を迎えて、昭和２５年に横須賀市から分離独立をす

るという、大変珍しい沿革のまちです。当時は住民投

票を経て認められれば分離独立できるという特例法が

あり、そのときに当時の逗子の方々が横須賀から独立

して逗子――当時、町ですけれども――となりたいと

いうことで、住民投票を起こして独立した歴史があり

ます。それから、高度成長期には東京・横浜のベッド

タウンとして人口急増期を迎えて現在に至っています。

民主主義の実験場

　昭和５９年前後、池子という場所にあります、かつて

の旧日本軍の弾薬庫跡地――ここは米軍に接収されて

いたのですが――に米軍家族住宅を建設するという計

画が突如起こり、これに対して賛否両論が沸き起こ

り、大変大きな市民運動が生まれ、市長や市議会のリ

コールも起きました。住民運動が本当にまさに二分さ

れ、大きなうねりになり、当時は“民主主義の実験場”

とも言われました。

　横須賀からの分離独立、そして、池子の米軍住宅の

問題といった背景もあり、「地域のことを地域で自ら

考え、担っていく」という“市民自治”の機運、ある

いは“市民意識”がとても強い自治体として今日まで

至っています。

　ちなみに、私は４０歳で市長になり、現在 ７ 年目を迎

えておりますが、この三浦半島地域は非常に若い首長

が多くて、私は実は下から ４ 番目です。確か、葉山町

の山梨町長は３６歳、隣の横須賀市の吉田市長は３８歳

だったかな。そして鎌倉の松尾市長は４０歳ということ

で、大変まれにみる若手の首長がそろった地域です。

“地域の自治”をつくる取組み

　このような人口 ５ 万８，０００人という比較的小さな自

治体ですが、「地域力をいかに育てるか」ということ

で、小学校区を単位として、地域の中での自治をつ

くっていくための制度づくりを今まさに進めていま

す。いわゆる、このような住民自治協議会によって

“地域の自治”をつくっていこうとする取組みは、全国

各地で既に始まっていますので、ご存じの方も多いか

と思います。全国的な傾向として、おおよそ“西高東

低”となっており、関西あるいは中京地域において進

んでいるというのが私どもの捉え方です。私どもがこ

れを導入するときも、先進事例の調査として、大阪府

池田市あるいは三重県の伊賀市、名張市などに職員が

視察に行き、そこで自治体としてどのような制度をつ

くっているのか、あるいはどのようにそれが機能して

いるのかといったことを勉強しながら、逗子市での導

入について研究してきました。

　そもそもなぜ逗子市でこれを始めることにしたのか

といえば、トップダウンです。私が市長になって現在

２ 期目を迎えていますが、 １ 期目のときから、いずれ

は、この地域でコミュニティをつくっていく仕組みや

制度を構築して、地域の人たちが自分たちのまちのこ

とを自分たちで担い、さまざまな課題解決に取り組ん

でいくことが、目指すべき“市民自治”のありようだ

講演 ２
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と考えていました。そこで ２ 期目に入り、最初にこの

仕組みをつくっていくということを申し上げて、具体

的な調査研究に入った次第です。

高度成長から低成長、成熟の社会へ

　私がこのように考えた時代背景として、大きくは ２

つのことが挙げられます。

　まず、特に阪神淡路大震災以降ですが、ボランティ

アが非常に大きく私たちの意識の中に根づき、そして

地域の中でのさまざまな活動が本当に活発になってき

たことです。それはおそらく全国どの地域においても

大きなうねりになっているのではないかなと思いま

す。そういった市民の活動、市民参加、協働といった

ことが本当に当たり前のように捉えられるようになっ

て、かれこれ２０年近く経ちますが、そういった地域と

の関わりを大切にする市民の意識が高まっているとい

うことがひとつ挙げられます。

　それからもう一つは、日本社会全体が人口減少ある

いは少子高齢化になり、経済的な側面でいえば、いわ

ゆる高度成長から低成長、成熟の社会に移行してきて

いること。そして、そういう中で、当然、市の自治体

の財政も大変厳しいというのが、まさに私たちが直面

した大きな課題でもありました。先ほど経常収支比率

が６５．３％という下條村の数字を聞きまして、何とうら

やましいことかと。逗子市は、比較的所得の高い人の

住んでいる割合が高いまちではありますが、経常収支

比率は９７％前後ですから、６５％というのは本当に驚異

的な数字です。ちなみに逗子市はおおよそ１７０億円ぐ

らいの年間の一般会計予算ですが、現在、地方交付税

交付団体で１２億円ほどの交付税が国から配分されてい

ます。どこの自治体も大変財政が厳しい、あるいは行

財政改革の中で職員の削減というものが本当にぎりぎ

りのところまで削って、何とか自治体運営をしている

という状況です。

行政パワーの限界

　このような、“背に腹は代えられない”行政的な背景

もあり、これから先、自治体が担っていける行政サー

ビスは俗に言うナショナルミニマムを支えていくこと

で、ある意味精いっぱいというのが現実だと思いま

す。生活保護の受給者の増加であるとか、あるいは生

活を維持していくためのさまざまな機能が低下してき

ています。たとえば虐待相談だけをみても、毎年のよ

うに相談員を １ 人ずつ増やしていかなければ対応でき

ないといったような状況で、本当に多様化した市民あ

るいは社会のニーズに応えていくという部分がますま

す肥大化して、それがまさに経常収支比率という固定

費の上昇につながっている状態です。

　ですから、その意味では、本当に暮らしやすい地域

にしていくためには、行政だけのパワーではもう限界

が見えており、その中で、でも、この地域に住むから

には、より人々が夢を描き、あるいは希望を持って豊

かなこの地域社会を営んでいくことを実現するために

はどうすればいいのだろうか、ということが共通の問

題意識にならざるを得ないと思います。

　そのときに、では、そもそもの“自治”とは何だと

いう観点からいくと、行政だけがその地域の課題を解

決するという時代は終わったと。地域の人が自ら自分

たちにできることを自分たちで取り組み、解決してい

くというコミュニティを目指していくことが、これか

らの日本社会の本当に大きな課題だと捉えています。

そういった問題意識のもと、では逗子市としてはどの

ように取り組んでいこうか、といったときに、小学校

区という一つの地域の単位を自治のエリアとして、そ

こで地域の住民が連携をして、自ら取り組んでいく制

度と仕組みをつくりたいと考えた次第です。

さまざまな課題が地域に山積

　さきほど逗子市の人口は ５ 万８，０００人と申し上げま

したが、人口減少社会を反映して、統計学上の人口推

計では、約３０年後には ４ 万７，０００人強と、現在より １ 万

人ほど減ることとなっています。これはおそらく日本

全体が同じ傾向にあり、 １ 億２，０００万人が９，０００万人に

減るというのと比例して、逗子市もそうした推測が出

ています。そして高齢化率（６５歳以上の人口の比率）

についてですが、２０１３年現在で、逗子市は既に２９．４％

ほどですが、２０４０年には４４％を超えるだろうという予

測が出ております。４４％ですから、およそ ２ 人に １ 人

が６５歳以上という社会はいったいどういう社会になる

のだろうと感じています。既に、山間部の町村等では

４０％を超えている自治体もあるとは思いますが、都市

部でも既にそういった局面に入りつつあるということ

です。

　したがって当然、生産年齢人口が減り、税収は相当

減らざるを得ません。そうすると、４４％を超えるであ

ろう６５歳以上の人たちをどのように支えるのかという

課題は、まさに行政のマンパワーや財政力だけではと
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うてい立ち行かないということが、この数字からも一

目瞭然です。

　そしてまた、現在の社会では、一人暮らしの高齢者

の増加、子育ての孤立化、災害時の不安、市民ニーズ

の多様化、そして地域への関心の低下や、地域のつな

がりの希薄化など、さまざまな課題が山積していま

す。あるいは町内会や自治会、そして子ども会などの

組織でも、なかなか役員の担い手がいません。役員を

やりたくないから子ども会に入らない、ということ

で、子ども会がひとつ二つとなくなっていく。そうす

ると本当に、どうすれば地域の中で子どもを育てるの

かということが大きな課題となります。

新しい地域自治の仕組み

　ちなみに逗子市の自治会の組織率については、 ９ 割

の地域から ４ 割程度の地域までさまざまです。商店街

を含んだ中心市街地のエリアでは、なかなか自治会組

織ができない、あるいは組織されていても加入率が低

いという傾向にあります。その周辺で、比較的つなが

りが強い地域では、まだ ８ 割前後の自治会の組織率の

ところもあります。都市型の地域では、自治会の組織

率が低くなっているか、あるいは組織化されていたと

しても、実際の活動がどこまで活性化しているかは別

の問題となります。ただ先ほど申し上げましたよう

に、逗子市では、市民の参加やさまざまな協働の取組

みがこの２０年ほどの間で本当に活発になってきまし

た。そうした実績と、これも先ほどお話ししたよう

に、緊縮財政という社会経済状況があり、そうした背

景を踏まえて、新しい地域自治の仕組みを導入し、安

心・安全の地域社会づくり、元気な地域づくりを目指

していきたいと考えています。

　さらには、もう一つ言いますと、かつて高度成長の

ときには、日本人のライフスタイルはいわゆる終身雇

用によって支えられていました。企業に入れば、収入

が安定するだけでなく福利厚生も充実し、ある意味、

その人の一生にわたり安定した社会生活が保障され、

そうした夫が働き、妻が子育てをするという社会構造

となっており、この間、高度成長で豊かな暮らしを築

いてくることができた。ところが、まさに冒頭でグ

ローバリゼーションというお話がありましたが、まさ

に日本経済がグローバルな中で勝ち残っていかなけれ

ばいけない。昔はいわゆる大企業に入れば一生安定し

た将来が描けたけれども、そうした厳しい経済環境に

なったときに、今や一部上場企業であったとしても将

来を約束されない、というような社会生活の基盤が非

常に不安定になってしまいました。

生きる基盤を地域に求める

　したがって、人間がどこに帰属して、その安定感や

安心感を得ながら人生を送るか、と考えた時に、終身

雇用制度が崩れ、これまでのような存立基盤が非常に

弱い社会では、やはり戻るべきは地域であり、その地

域の中でのつながりや人間関係となるでしょう。こう

したものをもう一度見直していかないと、自分たちの

心の安定や、あるいはアイデンティティといったもの

を感じながら生きていくことのできない社会になって

しまうのではないかということが、社会的な背景の一

つとして指摘しておくべきことかと思います。

　阪神淡路大震災や東日本大震災といった危機を経

て、地域のつながりが意識されるようになっています

が、その根っこのところで、おそらく今申し上げたよ

うな、いわゆる企業社会が担ってきた人々の暮らしの

安定みたいなものが非常に揺らいでいる中で、自分た

ちの生きる基盤をどこに求めるかという意識が、ここ

ろの奥底で働いているかと思います。ですから、若い

世代だけでなく、３０代、４０代でも、地域の中で何か関

わりたい、という意識が、非常にここ数年、芽生えて

きていることを実感としてとても感じています。

きめ細かい対応を地域でつくり出す

　そういうことも大きな社会的な背景としてあげられ

る中で、では、そうした人たちの意識や、あるいは行

動がそこに醸成されていくような器、制度や仕組みを

どのように地域に用意するのか、ということが、自治

体にとって今、直面している非常に大きな課題だと私

は感じています。そこで、逗子市としても、この新し

い地域自治の仕組みとして、（仮称）住民自治協議会を

つくろうという方針を出しまして、地域社会をある意

味、再構築して、自分たちのまちを自分たちでつくっ

ていくと、そして元気な地域をみんなでつくっていき

ましょうという仕組みをスタートさせました。行政の

役割はある意味のナショナルミニマムに限定されてい

くなかで、その仕組みのねらいとしては、より多様化

した地域の課題に応じて、きめ細かい対応を地域の中

でつくり出せるようにすることです。

　わかりやすく言えば、本当にちょっとした困りごと

を地域の中で支え、支えられて、お互いさまの関係や
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助け合いをより促進していくための仕組みです。昔

だったら、ご飯が足りなかったら「ちょっとご近所さ

んにお米を借りてくる」ようなことがあったのでしょ

うが、今はそういうことがやりにくい時代であるとす

るならば、何か新しい仕組みや仕掛けをつくらなけれ

ば、そういった人間関係は再構築できません。そのた

めの仕組みです。こういうかたちで地域コミュニティ

を再構築することで、人びとのつながりをさらに強め

て、地域の中での支え合いの社会をつくっていくこと

がまさに大きなねらいです。

住民同士のあいだに横串を

　行政は縦割りですので、例えば老人クラブ連合会と

市の福祉部のあいだでは、要望が出され、それに予算

をつける、あるいは補助金を出す、というかたちでの

関係がある。また商店会にしても、市の経済観光のセ

クションに対し、いろんな政策要求をして、それをも

とに予算化されたり補助金を出したりという関係性が

ある。市民、市民団体の行政との関わり方もまさに縦

割りになっている。そうすると、意外に隣の団体が何

をやっているのかは知らなかったりするという現象

が、おそらくどこの地域でも大なり小なりあるのでは

ないでしょうか。そこで、小学校区を地域の単位とし

て、この（仮称）住民自治協議会という仕組みで、住

民同士の横串を刺していこうとしています。地域にあ

る、自治会・町内会が中心であることはもちろんです

が、あらゆる団体、あるいは個人もそこに参画して、

地域の課題を一緒に取り組んでいこうとするものです。

小学校区で顔の見える関係を育てる

　逗子市の人口は先ほど ５ 万８，０００人と申し上げまし

たが、市内には ５ つの小学校があります。単位となる

小学校区の人口は多いところで １ 万６，０００人、そして

１ 万３，０００人、 １ 万２，０００人、９０００人、もっとも少ない

ところで６，１００人の人口が小学校区ごとにお住まいに

なっているということなので、ある意味、要するに町

村の人口規模となっています。全国の自治体の中に

は、中学校区を単位として一つの協議会組織をつくっ

ているところもあります。あるいは、かなり大規模な

人口の自治体では、行政センター区域を単位として、

それを中心にシステムをつくろうという自治体もあり

ます。

　ただ、実際にやっている中での私の感覚としては、

まさに子どもが歩いて通って日常生活を営む、小学校

区の地域が、小学校という大きな公共施設を一つの核

にして、地域がつながっていき、顔の見える関係がで

きていくというのがサイズとしてはふさわしいのでは

ないかなと私は考えています。

市民がいつでも集まれる拠点を

　これは後でも触れますけれども、実は小学校区でも

大きいという議論があります。ただ、例えば災害のこ

とを考えても小学校は避難所になります。毎年、避難

訓練を地域でやっていますが当然、大人から子どもま

で小学校に集まって、訓練をするわけですね。そう

いった災害における相互扶助を考えたときにも、小学

校は一つの大きな拠点であり、小学校区は地域のまさ

に核として機能すべきサイズではないかと実感してお

ります。

　そうした考え方の下に、小学校区を単位として、さ

まざまな団体の人たちに集まっていただき、地域の課

題は何かというところから議論を始めて、では自分た

ちは何を優先的に取り組んでいくのかということをみ

んなで話し合ってもらうような協議会を組織しようと

考えています。そして、地域の中核的な住民がいつで

も集える場、俗に言うコミュニティセンターを小学校

区に一つは設けます。現在、公民館が逗子市には ２ カ

所あります。公民館がない小学校区には、もう少し小

ぶりの地域の活動センターがあります。ですから、こ

の制度を導入するときには、公民館は廃止して、地域

の活動拠点、いわゆるコミュニティセンターとして、

住民が自由に使える、使い勝手のいい施設に移転をし

ようという話もしています。とにかく市民がいつでも

集まれる拠点も必要だということで、これを制度の一

つのポイントとして捉えています。

住民自治協議会が行う ３つの事業

　では、住民自治協議会が設立されたら、具体的に何

をするのかということについては、 ３ つの事業に整理

をして、市民の皆さんに説明しています。まずひとつ

は「自主事業」。これは、まさに読んで字のごとく、自

分たちでこれがやりたい、これが必要だということを

企画してやってもらう事業。

　 ２ 番目に「共通事業」。これは、全市的な共通の課題

だから、市として、どの地域でもやってほしいという

事業。例えば、避難所運営委員会の防災訓練、あるい
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は地域に行くと必ず一番プライオリティの高い課題は

ごみですから、ごみの減量化や資源化、あるいはごみ

ステーションの管理などをどうやればもっとうまくい

くのか、といったようなことです。もちろん、それを

皆さんと議論しながらこれから決めていきましょうと

いうことになっています。

　最後の「選択事業」とは、行政がメニューをつくり、

そのメニューにある事業をやる場合には、財政的ある

いは人的な支援をしますよ、というもの。言わばヒモ

付きですね。国が補助制度をよくつくりますが、逗子

市としても推進したい事業のメニューをつくり、それ

をやってくれるのであれば、やった分だけ補助しま

しょう、ということです。そういった選択事業をつ

くって、地域の皆さんにいろいろと活動を促していこ

うと考えています。

まずはみんなが顔見知りになること

　財政的支援について具体的にお話しします。「地域

包括交付金」と言っていますが、これは国と地方との

関係においても、ヒモ付き補助金を「どうぞ自由に

使ってください」と使途を定めない包括交付金にす

る、という議論がありますが、この包括交付金と一緒

です。現在、さまざまな団体に縦割りで補助金を出し

ていますが、こういう壁を取っ払い、ルールを作っ

て、包括的にまとまったお金を地域に配分しますか

ら、あとは地域の中で決めてくださいと、というかた

ちでの財政的な支援を今考えようとしています。人的

な支援に関しては、行政に小学校区ごとの担当の職員

を任命して、行政内部とのパイプ役となったり、地域

の多様な相談を受ける体制もつくりましょうというこ

とを議論しています。

　ざっと今お話しした制度は、他の自治体でやってい

る地域自治の制度とおおよそ一緒だと思います。た

だ、交付金の金額が自治体によっては１，０００万円を

ぼーんと出しているところもあれば、１００万とか２００万

という自治体もあります。逗子市は、最初からニンジ

ンをぶら下げて、ぼーんと出すのはあまり好ましくな

いということで、３０万円ぐらいから始めて、徐々に

やっていこうと考えています。まずはみんなが顔見知

りになって、何をやろうかというところから始めて、

いわば、小さく生んで大きく育てようとしています。

トップが直に訴えて熱を伝える

　この仕組みを立ち上げるために、この １ 年ほど地域

を回って説明会を重ねました。３０回ほどやっています

が、その ８ 割ぐらいは私が自ら行っています。とにか

くこの仕組みは、住民にとってはあまり評判が良くな

い。まずは、「行政がやっていることを俺たちにやら

せるんか」と、そこから入ります。なので、さっき前

段で申し上げたようなことを、もちろん簡潔に市民の

みなさんにわかるように説明をします。

　ある意味、その熱を伝えないと呼応してくれないの

で、それはもうトップがやるしかないということで、

自治会はじめ、いろんな団体のところにとにかく自ら

出向いています。そして、この仕組みがなければ将来

４０％を超える高齢化率のまちをどうやってみんなで支

えていくんだということを３０分ぐらい熱弁を振るい、

直に訴えるということをここ １ 年ほどやってきました。

制度設計の段階から時間をかけて

　ようやくそうした危機的状況が何となく理解される

ようになる一方で、「でも何か新しいことをやらされ

たら、また俺ら負担が増えるな」という葛藤を抱えて

いる中で、まずは制度をどうやったらつくれるかとい

う議論をスタートさせるために、各学校区に懇話会の

場をつくりました。懇話会には、地域の自治会や、民

生委員、PTA、子ども会などから代表の人に集まって

いただいて「どういう制度だったら自分たちがやれそ

うか」「どんな課題があるのか」というところから議論

をしています。

　制度設計の段階から、これだけ時間をかけているの

は、おそらく他ではあまりないかもしれません。最初

はさきほど申し上げたように「行政のやるべきことを

俺たちに押し付けるのか」というところもあったり、

あるいは「お金を配分なんかしたら、地域で分捕り合

戦が始まって対立構造が生まれるのではないか」とか

「こういう協議会をつくったら、今でも自治会の連合

会があるのだから屋上屋じゃないか。それはどうやっ

て整理するんだ」とか、また時には「誰が代表なん

だ。地域のボスはお前だ」「いやお前だ」というやりと

りなどもあり、相当いろいろな議論が錯綜しました。

　でも １ 年ほどやってきましたが、地域のペースに

は、その時間が必要なんですね。ようやく何となく連

携してやれることからやればいいんだから、というよ

うな意識が徐々に芽生えてきて、少しずつみんなが同
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じ方向に向いて歩み始めたかなという感じです。

全体懇話会で固める段階へ

　そして現在、全体懇話会を始めています。この全体

懇話会で、各小学校区の懇話会に入っていた方の代表

として ２ 、 ３ 名ずつが集まってもらって、今度は全市

の制度を最終的にどのようにしようかという議論を進

めています。これがおおよそまとまれば、市民説明

会、パブリックコメントを経て、来年の １ 月ぐらいに

ようやく逗子市としての制度が固まり、 ２ 月以降、小

学校区で準備会が立ち上がるところから順次始めてい

くという段階までようやく来ました。この間、 ２ 年ぐ

らいかけています。それでも準備会の段階にすぐ移行

できるところと、「いや、まだまだちょっと時間がかか

るよ。半年、 １ 年、自分たちのペースでやらせてくれ

よ」というところもあり、この逗子の小さいまちでも

まさに各地域によって温度差があります。「もう、す

ぐ公民館を俺たちにやらせてくれ」というところか

ら、「誰がそれを担うのか」というところまで、本当に

千差万別です。

　そういったプロセスを経て、今逗子がまさにこの１１

月に全体懇話会で制度を固めるところに到達したとい

う状況にあります。来年度以降、協議会が立ち上が

り、「じゃあ、俺たちの地域でどんなことをやろうか」

という議論がまさに始まろう、という段階に来ていま

すので、今後の取り組みにも、ぜひともご注目いただ

きたいなと思っております。以上で私の発表を終わら

せていただきます。ご清聴ありがとうございました。
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伝統的な共同体から学びなおす

自然と生者と死者の共同体

海にとっては一つの波動

亡くなった人たちと社会をつくり直す

自治の能力を持っている地域社会

これからも無事を祈る山の神信仰

機能だけでなく祈りでつながる家族

共同体は地域の一つの結合組織ではない

助け合いがしやすい重層的な共同体

小さい共同体を積み上げていく

労働力と生産物で助け合う農村社会

お金で助け合う都市部のコミュニティ
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非営利活動法人森づくりフォーラム代表理事など。存在
論、労働論、自然哲学、時間論において独自の思想を展
開する。１９７０年代から現在でも、東京と群馬県上野村と
の往復生活を続けている。上野村では畑を耕し、森を歩
きながら暮らしている。主な著書に『文明の災禍』（新潮
新書）、『怯えの時代』『「里」という思想』（新潮選書）、
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ぜキツネにだまされなくなったのか』（講談社現代新
書）、『清浄なる精神』（信濃毎日新聞社）など多数。
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はじめに

　私、生まれは東京の世田谷区ですが、２０歳ぐらいの

ときに群馬県の上野村に魚釣りに行きまして、大変気

に入ってしまい、それ以降、上野村にいたり、東京に

いたりという生活をしています。先週も、山形県の羽

黒山から知り合いの修験者というか山伏さんが上野村

にやって来て、もともと上野村も山岳信仰の村ですの

で、友人たちも呼んで一緒に１０人ほどで上野村の岩山

に登りましたら、すっかり風邪をひいてしまいまし

た。村では、家庭菜園程度ですが、一応２００坪ぐらいの

畑と、 １ ヘクタールぐらいの山があって、そのあたり

全体を使いながら暮らすというのが僕は大好きです。

　上野村は人口が今１，４００人程度で、高齢化率は４０％

ですが、村は大変元気です。１，４００人のうち、だいたい

２５０人ぐらいがIターンの人たちですので、外からたく

さん人が入ってきています。

　また、ちょっと僕らとしては面白くないところも

あったのですけれども、市町村合併に巻き込まれるの

ではないかという読みで、９０年代に、村の奥の方に揚

水発電のダム建設についてオーケーを出しました。一

応、工法にはずいぶんと条件をつけました。うちの村

にはダムが好きな人はいませんが、人口１，４００人です

から村として維持していくために財政力をきちんとつ

けておかないといけませんので。

　そういうこともありまして、財政事情は大変良い村

です。村の年間予算の ３ 倍ぐらいの預金――基金です

けれども――を持っている状況です。うちの村の浄化

槽は戸別浄化槽にしているので、もしかするとそれ

も、財政状況に寄与しているのかもしれません。

未来に支えられた現在

　そういう村にいて、今日は「共同体とは何か」とい

う話をしてみようかと思っていますが、初めに申し上

げたいのは、過去、現在、未来という言葉についてで

す。私たちは一直線の線上に終わったところに「過去」

があって、今のところに「現在」が、先には「未来」

があるという、矢印のような感じで、過去、現在、未

来という捉え方を当たり前のようにしますが、よく考

えてみると、この捉え方は極めて近代的なものです。

近代以前というか伝統的な捉え方は、おそらくこうい

うものではなかっただろうという気がしています。

　図にするのは難しいのですが、あえて図にしてしま

えば、ドーナツ状の輪が ３ つあるとでも思ってもらえ

ばいいでしょう。一番外側の輪に「過去」があり、そ

の内側に「現在」という輪があって、その真ん中に「未

来」という輪があるというように考えた方がいいのか

なと思います。

　どういうことかというと「現在」というのは、「過

去」に支えられた現在であり、あるいは現在があるか

ら過去が見えてくる。だから、もし現在がなければ過

去は見えないわけで、それは人間たちにとってみれば

存在しないということと同じなわけです。「未来」も

また同じで、現在があるから未来が見えている。実は

未来というのは、それ自身としては存在しない。なぜ

なら、未来とは現在にならない限り現実には出てこな

いわけです。だから、明日というのはありますが、明

日の状態で明日はないということですね。だから、明

日が現在になったときに明日がある。そうすると、そ

の明日というのは、もしかすれば、もう一遍巨大な地

震が起きている明日かもしれないし、あるいは原発が

さらに抜き差しならないことになっている明日かもし

れないし、逆にもっともっといい方向が見えてくる明

日かもしれませんけれども、ともかく未来のままで未

来はない。

　結局、現在があるから未来が見えているし、現在が

あるから過去が見えている。それは逆に言うと、過去

に支えられて現在があるし、未来に支えられる形で現

在がある。我々は未来を感じることによって、だから

今どうしようという発想が出てくるわけです。これは

やはり未来に支えられた現在と言ってもいいというこ

基調講演

内山　節（哲学者）

生きている共同体とは何か
〜関係を生み出す社会デザインを考える〜
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とです。

　だから、時間の経緯ではなくて、現在というものを

考えていくときに、どこに過去があって、どこに未来

があるのかという、そういう捉え方がおそらく伝統社

会の人たちの過去、現在、未来だろうという気がいた

します。

修験道的な救済とは

　冒頭で羽黒山の山伏さんと一緒に山を登ったとお話

しましたが、今度の福島の原発事故に対して、修験道

系の人たちはかなり今回の事態には皆さんまとまって

怒っています。なぜかと言うと、自分たちの神様であ

る自然に対して放射能を振り掛けるとは何事だ、とい

うことです。

　この修験道的な世界の考え方の一つとしてあるの

は、今度の福島の事故が起きた後でも、それぞれのお

寺で救済のための祈りをしていました。そのときに修

験道の場合、どのように祈るかといえば、過去の救済

と現在の救済と未来の救済を仏に頼むというかたちを

取ります。僕はちょっとびっくりしたのですが、現在

の救済と未来の救済だったらば頼みがいがあるかもし

れないけど、過去というのは終わったものだから、今

さら救済してくれと頼んでもどうにもならんだろう

と、思うのですが、修験道的世界では、過去救済をと

ても重要視します。それはなぜかというと、過去があ

るから現在ができてしまっているわけで、過去をもう

一遍救済し直さないと現在が修正できないということ

です。

　それは、福島の原発事故でいえば、原発を推進して

きた過去です。それは単に原発を推進した人たちとい

うだけではなく、こういう時代を迎えていった私たち

の戦後社会において、さまざまな問題があるわけで、

そこのところを修験道的に言えば、どう「救済」する

か、ということです。そこを救い出さないと、実は現

在救済も未来救済もできません。そこで、その ３ つの

時代の救済を祈るというのが修験道的な救済の論理で

もあります。そこにあるのは、過去と現在と未来とい

う時間的変異ではなく、現在形の中に埋め込まれてい

るものとして過去があり、未来があるという捉え方だ

と思っていただければいいかと感じています。

伝統的な共同体から学びなおす

　そういう視点で、コミュニティや共同体を考えてい

きますと、私たちは、伝統的な共同体から学びなおす

しかないという気がしています。つまり現在におい

て、どうしようかというときに、それの背後にある過

去を学ぶ。そのことによって、今度は未来をどうしよ

うかということを考えながら現在を考えるという、い

わば“同時性”といったようなものを捉えるしかない

のかなという気がしています。

　そこでまず、伝統的な共同体とは何だろうかという

ことですが、実はこれは大変難しい問いです。なぜか

と言いますと、おそらく時代によっても違うし、それ

から場所によっても違う。例えば私のいる上野村です

と、水田を一枚も持たない山村です。水田が一枚もな

い村というのは日本の中でもかなり珍しいのではない

かという気がいたしますが、いわば歴史的に存在しな

いという村です。ですから、昔の主要な産業は養蚕、

あとはコウゾを植えて和紙を作るというのが主要な産

業でしたが、その後、一時期、非常に優良なコンニャ

クイモが採れましたので、コンニャクが村を支えたと

いう時代を経て、今はキノコの生産が中軸になってい

ます。こういう村と、広い水田地帯を持つ村とでは、

考え方はずいぶん違います。

　また位置的に言えば、上野村は片側に山を越えると

長野県、もう一方の片側に山を越えると山梨県とい

う、群馬の中では最南端あるいは最西端と言ってもよ

いような場所に位置しています。気象的には東京と似

ており、東京が晴れていればこちらも晴れているとい

うような気候です。冬になりますと、東京で雨が降っ

ていても、村では雪になっているということはありま

すが、もともとあまり雪が降りません。寒くはなりま

すから凍結するということはありますが、雪が深く、

５０センチも １ メートルも積もるということはまったく

ない場所です。同じ群馬県でも、北へ行きますとス

キー場があるように、 １ メートル、 ２ メートル積もる

ことになります。

　一言で共同体といっても、豪雪地帯の共同体と、上

野村のように雪の問題があまり発生しない地域の共同

体では、かなりいろんな点で考え方も違いますし、自

然の恵みにしてもずいぶん違ってきたりします（例え

ば山菜類などは豪雪地帯の方が圧倒的に恵まれていま

す）。さらに言えば、海岸地帯ではまた違ってくるで

しょう。つまり共同体と一言で言いながら、どれを

もって伝統的共同体と言うのかというのは実はよくわ

からないのです。その上、同じものがずっと何百年も

続いたわけではないでしょうから、やはり歴史的変容

もあります。ですから、実はよくわからないなかで私
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たちは伝統的共同体という言葉を使っています。

自然と生者と死者の共同体

　ただ結局、何が重要かと言うと、先ほどの過去、現

在、未来の関係です。今、私たちが現実の中で突き当

たっている問題を考えていくときに、どのような過去

の共同体の姿が見えてくるのか。それが、いわば伝統

的共同体であり、例えば私がいる上野村のように、一

面では壊れつつある部分もあるかもしれませんが、結

構まだ生活領域の中にしっかり残っている共同体の姿

であると言ってもよい気がしています。

　日本における「伝統的共同体」という言葉をそうい

う意味で使う際に、日本との比較値がないかというこ

とで、フランスを使ってきた経緯があります。私の場

合、きちんとした調査に行っているわけではなく、年

に一遍ぐらい、ちょっと遊びに行っている、という感

じですが３０年以上続けてきています。初めて行ったの

は３０歳ぐらいでしたが、もともと釣りが好きな人間な

ので早速、セーヌ川に釣りに行きましたが、ちっとも

面白くありません。でも暇があると、農村に行った

り、山村に行ったりして、一番好きな場所はピレネー

山脈のあたりです。

　向こうでも地方に行きますと、とてもいい村があり

ます。ただ、日本の村と向こうの村は根本的に違うと

思っています。それは景観が違うとか、作っている農

業の仕方が違うとか、いろいろありますが、私から見

て一番大きい違いは向こうの人たちの社会観です。向

こうの人たちの社会観は、“生きている人間たちの社

会”だということです。生きている人間たちの社会で

すから、例えば「自治」といった場合に、“生きている

人間たちがよく議論をして、自分たちのルールを決め

て、実行に移せばいいということで非常に簡単です。

もちろん、これは実際にやろうとしたら大変なこと

で、生きている人間たちの意見をまとめること自体が

いろんな困難を伴いますが、原理的には、生きている

人間の社会だから、生きている人間たちがルールをつ

くれば「自治」ができるということです。

　ところが日本の社会では大変面倒くさい。なぜかと

言いますと、社会観が違うのです。日本の社会では、

まず自然と人間の社会である。つまり自然は社会の構

成メンバーであって、人間といわば対等の資格を持っ

ている人たちだということです。それから、もう一つ

は、人間と言った場合に、生きている人間だけによっ

て構成されているわけではなく、死者もまたこの社会

の構成メンバーであるというのが伝統的な社会観とし

てある。だから、言葉で言うと“自然と生者と死者の

共同体”というのが日本の伝統的共同体です。

海にとっては一つの波動

　この問題は今回の東日本大震災が起きて、やはり重

要な問題だなということがわかってきました。という

のは、三陸に私の知り合いたちもいたのですが、あの

大震災の後、数日後には力強いメッセージを出してい

たのはやはり漁民たちだったという気がします。漁民

の人たちは海岸端に住んでいますから皆さん大被害を

受けました。大変な状態ではありましたが、ただ比較

的早い段階から「大丈夫だから」「やっていけるから」

というメッセージをくださった。もちろん大丈夫な状

況ではなかったですから、私たちもできるだけの応援

をしていくという姿勢でしたが、むしろ向こうから

「大丈夫だ」と言われた。

　なぜあんな状況で「大丈夫だ」と言えたかという

と、彼らは海が無事であることを知っていました。海

が無事、つまり自然が無事である。つまり、津波は人

間にとっては大災害だけど、海にとっては一つの波動

に過ぎなくて、そのことによって海はまったく破壊さ

れていない。それから三陸地域では昔から、津波の

後、海はもっと良くなるという伝承があります。その

こともありまして、彼らの実感としても海は大丈夫

だ、と。ということは「われわれの社会は、半分は壊

れていない。壊れたのは人間領域だけ。だから、その

半分が壊れていない以上、もう一度再建できるから大

丈夫だ」というメッセージをいただいた。しかし、人

間領域だけと言っても大変なことですから、我々とし

てもできることはしなければとは思いましたが。

　そういうことがあり、「この社会は自然と人間の社

会だ」ということを知っている伝統社会の人たちの

持っている力強さと、それを忘れざるを得ない生活を

してきた人たちの弱さが、今回かなりはっきり出てき

たという感じがいたしました。

亡くなった人たちと社会をつくり直す

　それからもう一つは、当然ながらたくさんの人が亡

くなっているので、亡くなった人たちとどういう関係

を取り結びながらこの社会をつくり直すかという問題

に精神的な決着がつかないと、前に歩けないというこ

ともたくさんあった。つまり、亡くなった人たちがも
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ちろん生き返るわけではないのですが、亡くなった人

たちと私たちはどういう関係を結びながらこの社会を

つくっていくか、ということにどうやって折り合いを

つけていくか。つまり、実は亡くなった人たちが関係

者として存在するという、伝統的な社会観では、死者

との関係の取り結びの問題は今回も大きい問題として

ありました。

　今回は、宗派の枠を越えて、さまざまな宗教関係者

の人たちがボランティアで行き、供養したり、お葬式

をあげたり、今でもたくさんの人たちがやってくだ

さっている。亡くなった人たちがこの社会にどういう

かたちで関係者として存在しているのかという、この

問題はとても重要だったということです。

自治の能力を持っている地域社会

　ですから、私たちの社会は、伝統的な自然と生者と

死者によって構成されるというものがどこかにある。

そういう中で共に生きようとするのが共同体ですか

ら、「自治」も大変面倒くさくて、自然の意見も反映し

なければいけないし、死者の意見も反映しなければい

けないということになってくる。そうすると、日本の

伝統的な自治において非常に重要な役割を果たしてく

るのは祭りや年中行事です。つまり祭り（正式には祭

礼と言ったほうがいいのでしょう）や年中行事を通し

ながら、私たちが自然とどういう関係の下で生きてい

るのか、死者とどういう関係を持ちながら生きている

のかということを、絶えず生きている人間たちが再確

認する作業が必要です。

　それを通しながら、結局、生きている人間が自治す

るしかありませんが、しかし、生きている人間が生き

ている人間の論理だけで開き直ってはいけない。絶え

ず、いわば自然の代弁者でもあり、死者の代弁者でも

あるという役割を果たさなければなりません。こうい

うかたちで行われているから、日本の地域社会は、今

でもそうですが、祭りや年中行事が生きている地域社

会は、自治の能力を持っているし、それから、そうい

うものが崩壊してしまっている地域になってくると、

非常に大変なことになるということがあると。私の村

も過疎地域ではありますが、そういう過疎地域でも祭

りとか年中行事が維持できている限りは村の維持がで

きる。ところが、集落によっては、もう祭りとか年中

行事が維持できないでいる地域もあるわけで、そう

なってくると、非常に厳しいことを想像せざるを得な

い。

　また、例えば新興住宅地などでも、もう少しまとも

な地域社会をつくろうよという動きが出てくると、た

いてい祭りをやろうという話から始まります。新興住

宅地の祭りというのは神様のいない祭りですが、でも

祭りが何かの結集軸になっていくという思いは無意識

のうちに伝統社会から受け継いできているのだろうと

いう気がいたします。

これからも無事を祈る山の神信仰

　そういう社会で絶えず必要になってくるのが、いわ

ば人々の祈りの共有という問題です。例えば私が上野

村にいると、つくづく宗教とか信仰という言葉は明治

の翻訳言語だなということを本当に思い知ります。実

際あれは明治の翻訳言語で、伝統的な日本語には宗教

もなければ信仰もありません。というのは、上野村に

は、例えば今でいう山の神信仰とか、水の神信仰と

か、そういうものがたくさん存在する。だけど、それ

は自分たちの山の神に対する祈りだったり、水の神に

対する祈りだったりするだけであって、まったく宗教

性を持たないし、あるいは信仰集団でもありません。

　僕は山の神信仰は大好きです。なぜかと言うと、村

にいると、山の神に対する祈りが大事だなとみんなが

思っており、僕も自然にそう思うようになる。だけ

ど、山の神信仰というのは、私も気に入ったので入れ

てくださいと言っても、登録する場所も年会費もない

し、だから脱退することもできないし。つまり組織形

態が何もありません。ただ山に山の神が祭られていま

す。山の神の大祭のときには、行く人がいて、お参り

をするという、あるいはお供え物をするというだけで

あって、それをつかさどっている神社とかお寺のよう

なものさえないといいます。

　つまり人々が山の神に対する祈りを捧げ続けたとい

う、それだけで１，０００年以上にわたって継続されてき

ている。本当に説明しにくい信仰です。そういうもの

が村にはたくさんあります。そういうものを共有しな

がら、実は山の神に祈る、水の神に祈る。それはま

た、この自然と人間の社会のあり方に対する祈りでも

あり、それが続いていくことを祈るといいますか、つ

まりこれから先も無事であることを祈る。これから先

も無事であることを祈るのは、今、自分たちが何をし

なければいけないのかということを考えること。そう

いう営為によって続いてきたのが山の神信仰です。
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機能だけでなく祈りでつながる家族

　ですから、おそらく伝統的な共同体社会は、本当に

持続させていくためにはみんなが何に祈るか――宗教

でも信仰でもないような、本当に祈りの共有――とい

うことが大切になってくるのではないかと思います。

それは、例えば一番小さい共同体としての家族を挙げ

てもいいでしょう。家族は機能だけではなく、実は祈

りによってつながっています。なぜかと言えば、機能

だけでつないでしまうと、例えばお父さんは働いてお

金を持ってくる人、お母さんは家で家事その他をやっ

ている人、そんな機能分担をしてしまったら、おおよ

そその家族は破綻してしまう。

　そうではなくて家族とは、例えば「子どもたちが元

気に育つように」とか「将来無事に暮らすことができ

るように」とか、逆に子ども自身が大きくなってきた

ら「お父さん、お母さん、いつまでも元気でね」といっ

たお互いの祈りのようなものが基軸になってこそ家族

という共同体であり、それが機能的なものだけ議論し

てしまえば、実にいつ崩壊するかわからないようなも

のになってしまいます。

　今の日本の社会は、本当に人間がばらばらになって

さまざまな問題を起こしている時代ですから、そこで

機能的にももう少し結び直そうという議論が起きるの

は当然で、私自身はそれを何ら批判する気はありませ

んし、大事なことだと思っています。ただ共同体や本

来のコミュニティは、家族と同様に、それとは違うと

思っています。なぜなら、機能論では語ることのでき

ないもの、機能論を超えたところにあるべきものであ

り、その共同体には「この地域が永遠に無事であって

ほしい」といった祈りとしか言いようがないようなも

のが生まれてくるでしょう。

　だから、地域社会を機能だけで説明をつけてしまう

と、さきほどの家族の例のように、誰が金を取ってく

るんだと、誰が家事をやるんだ、という機能分担的な

家族論になり、とても殺伐としたものになります。た

だ、今は機能という面だけでも議論しなければならな

いほど、とんでもないところまで来ているという時代

であることは十分にわかった上で申し上げています

が、それでも最終的な着地点は、それを越えなければ

いけないという気がしています。

共同体は地域の一つの結合組織ではない

　それから、もう一つ、伝統的な共同体といったとき

に、日本の共同体論はある誤解をしてきたという気が

しています。それは多分に大塚久雄さんの責任でもあ

るのですが、かつて大塚先生が書かれた『共同体の基

礎理論』という本が日本のこの問題のテキストとして

１９６０年代ぐらいまで有効でした。その大塚さんの共同

体論が、ヨーロッパ的共同体論に基づいた文献研究で

断罪してしまったという問題があって、長らくその世

界から抜け出すことができなかったと。それは彼の封

建的共同体像という問題もありますが、僕から見ると

非常に大きい問題点としては、共同体が地域の一つの

結合組織だと思っているということに根本的な間違い

があると思っています。

　例えば、私は、上野村という日本の中では共同体的

雰囲気が色濃く残っている村に半分いますが、上野村

の共同体はどうなっているかといえば、実は小さい共

同体の集合体です。つまり、例えば、まず集落には集

落という共同体がある。だけど、集落共同体が全てか

というとそんなことはなく、江戸期の村ぐらいの自然

村ぐらいの範囲の共同体は今でも有効に残っている

し、それから上野村も明治以降、合併していませんの

で、上野村という共同体もあります。だから、実は地

域共同体は ３ つぐらいあるのです。だから、僕はその

３ つに属していると思ってもらえばいい。ただ、日常

生活領域になると、圧倒的に力を持ってくるのは集落

の共同体で、僕のところは特に山の中ですから、そう

すると、そこの助け合いは極めて重要になってきま

す。だけど、決してその地域共同体がすべてではなく

て、もう、さらに ２ つぐらい地域共同体があります。

　僕は上野村には魚釣りに行って住み着いたという人

間ですから、村では趣味的な仕事はしますが収入源と

しての仕事はしていないので、そっちの方は関係あり

ません。でも村に住んでいる人たちには、仕事別の共

同体があります。それは農業者の共同体もあるし、林

業者の共同体もあるし、あるいはうちの村では木材加

工系の仕事をやっている人たちが多いですから、そう

いうのもあるし、さまざまな仕事別の共同体がありま

す。

　さらには、お寺の檀家さんや神社の氏子さんたちの

持っている共同体もあるし、それからまた、伝統芸能

を守っていく共同体みたいなものもあり、実に多様な

共同体が存在します。

助け合いがしやすい重層的な共同体

　ひとりの人間がその中の幾つかに属しており、決し
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て一つのものだけに属しているわけではない。だか

ら、上野村という共同体社会の中には小さい共同体が

いっぱい集積していて、その中の幾つかにすべての人

が加わっていく、というかたちがあるので、実は助け

合いはやりやすくなるのです。

　例えば、私が上野村でもし木の上か何かから落っこ

ちて、それで大ケガして家でしばらく寝ているとする

と、たぶんご近所の、集落の共同体から誰かが来て、

ちょっとご飯ぐらいを持ってくる、といったことを

やってくれるとは思います。しかし、あまり長期にわ

たってくると、近所の集落の共同体も高齢化していま

すので、だんだん負担が大きくなり周りも大変になっ

てきます。

　そうすると、僕もまた上野村の中でも幾つかの共同

体に所属しているので、だんだん役割分担ができてき

ます。「じゃあ、こういうことはうちでやろう」とか

「こういうことはこっちがやるから」といったかたち

で非常に重層的な助け合いができる仕組みになってい

ます。もちろん、そこで役場も出てきますから、お風

呂に入るのは、じゃあデイサービスセンターに連れて

いって入れようかということになるでしょうし、食事

もずっと近所が作っているのでは大変だということに

なると、じゃあ、晩ご飯はお弁当を届けようかとか、

村の中に給食センターみたいなものがありますから、

そこの弁当を届けようか、ということになります。

　このように実は役場もまた丸ごと面倒を看なくて済

むことになります。つまり、幾つかの共同体が分担し

て看ている部分と、そこだけではちょっと苦しくなっ

ている部分を、機能的な仕組みを持っている役場が、

じゃあ、ここは役場でやりましょうということで助け

合いの仕組みができてきます。

　だから、わりに長期にわたる助け合いが可能とな

り、それがいくら共同体は助け合うと言っても、 ２ カ

月も ３ カ月も小さい集落で助け合いだけで頑張りぬく

というと、周りも助けてもらいたい事態になってしま

います。その辺は、重層的な共同体があるからこそで

きることです。その重層的共同体の一つとして、こう

いうときには役場の機能も発揮されてくる。だから、

ほかの点では役場というのはまったく違う機能を持ち

ますけれども、助け合いの中では役場も共同体機能の

一つの部分を代行するということができるのです。

小さい共同体を積み上げていく

　このような共同体のかたちを、私は「多層的共同体」

と呼んでおり、共同体は、実は小さい共同体が多層的

に積み上がってこそ共同体の社会ができるのであり、

決して地域社会の人が一つの組織に結合している状態

ではありません。その小さい共同体の中には、非常に

歴史を持っている強固なものもありますし、それか

ら、ひょっとしたら数年後には消えてしまうようなも

のがあってもよいでしょう。

　実際、上野村でも同様です。最近、村でも新しい共

同体的雰囲気を持っているものの一つに、例えば小さ

いお子さんがいるお母さんたちの子育て共同体のよう

なものがあり、本当にいろんなかたちで協力し合って

います。ただ、これは数年後にはメンバーが全員、入

れ替わるかたちで続いているかもしれませんし、もし

かすると消えているかもしれない。そのときには、ま

たそのころの子育てをするお母さんたちが新しいかた

ちのものをまたつくっているかもしれない。

　だから一時、非常に重要な役割を果たすけれども、

もしかすると持続性を持たないものもあってよい。だ

けど、その一方において、すでに１０００年以上続いてき

たような仕組みもあります。共同体という言葉を使い

ながら、その小さな共同体のありようを見ていくと、

決して均一なものがあるわけではありません。本当に

しっかりしたものから淡いものまで、さらにはかなり

大きいものから小さいものまであり、そういったもの

が多層的に集積している。そこにこそ本当の共同体が

あるということです。

　都市部についても同様でしょう。もし、私たちが都

市部でもう一度、共同体をつくろうということで巨大

な町内会みたいなものができあがり、それがそのメン

バーを完全拘束しているということになったら、ある

面ではそれもいいかもしれませんが、ある面では逆に

うっとうしくなってしまいます。こうした意味で、そ

れが最終目標ではないだろうという気がします。

　では、最終目標はどこにあるのかといった場合、や

はり、小さい共同体をどのように積み上げていくか、

という重層性や多層性について考えなければいけな

い。実際、例えば江戸のまちを見ていくと、そういう

共同体社会だったという気がします。例えば、長屋の

共同体があった。だけど、長屋の共同体だけがすべて

ということでもなく、それ以外に職業別共同体（職人

たちの共同体）などをまた同時に持っている。それか

ら、江戸のまちというのは地方から出てくる人たちに

よってつくられたまちですから、出身地別の共同体が

非常に強固にありました。また他にも、檀家さんや氏

子さんなどの共同体も非常に強いものとしてありまし
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た。

　さらに江戸のまちには講という、自然信仰を果たし

ていく組織がありました。一番多かった講は富士山信

仰ですが、それ以外に丹沢の大山講や高尾山の講など

さまざまなものがあり、そこもまた一つの助け合い組

織でもありました。だから、自分たちの自発的な、い

わば信仰集団のようなものですが、これもまた宗教と

いうよりも生活の中に根を下ろした助け合い的生活を

持っているようなものだったということです。

　このように江戸でも、一人の人間が幾つかに属して

いるという構造があり、江戸の共同体社会が出来上

がっていました。そして、これからの都市部の共同体

を考えていく場合でも、いかにしてさまざまな小さい

共同体をつくるかということが課題になり、そして、

その場合、共同体の中にはさまざまなものがあってよ

い。だから、場合によっては今年できかかったのに、

来年には早くもつぶれてしまうというようなものが

あったって構わないし、それから、この後、何百年も

続くようなものがあったってもちろんいいし、組織の

ありようとしても、非常にしっかりしたかたちを持っ

ているようなものがあってもいいし、それから何とな

くもうちょっとふわふわしたような、ちょっとしっか

りしていないようなものがあっても構わない。つま

り、さまざまなものが積み上がっていることこそ重要

であるということです。

労働力と生産物で助け合う農村社会

　もう一つ言えることは、かつての共同体のあり方を

見ていったときに、農村部の共同体と都市部の共同体

の違いが一つあるような気がします。それは何かとい

えば、農村部の共同体では、助け合うときに自分の労

働力と、それから、あと自分の生産物を使って助け

合っていくというのが基本でした。というのは、農村

の人たちは、基本的なことがみんな自分でできるわけ

です。だから、例えば田植えの季節にどこかの農家の

人が参って倒れてしまったら、近所で田植えしてあげ

ればいいわけで、そんなことは誰でもできるわけで

す。それから、また、金銭的に行き詰まってしまった

ようなときでも、例えばみんなで協力して、お米を一

俵あげれば、それは食べてもいいし、それから昔はお

米というのは換金作物でもありますから、それを売っ

てお金に換えてもよいのです。つまり、自分の生産物

をあげることによって手助けができる。農村社会では

労働力と生産物で助け合うことができたのです。

　ところが、江戸の時代でも現代と同じように、都市

部ではそうした助け合いができない。というのは、労

働のあり方が多様になってしまっており、基本的な仕

事での労働提供は大変難しい（もちろん夕ご飯を作っ

てあげるとか、掃除に行ってあげるという意味での労

働提供はできますが）。だから、例えばかんざし職人

さんが病に伏せっているからといって、大工さんが

行って代わりにかんざし作ってあげるわけにもいかな

い。だから、そういう仕事そのものの労働提供ができ

ないという性格が都市部は昔からありました。

　それから、生産物の提供によって助け合うというこ

とも非常に難しく、例えば江戸のまちで一番強い共同

体をつくっていたものの一つに「火消し」がありまし

たが、火消しは何か生産物を産み出すわけでもないの

で、生産物で助け合うことさえできない。

お金で助け合う都市部のコミュニティ

　つまり、こうなってくると、農村型助け合いのあり

方だけでは不十分になります。日常生活上で、ご飯を

作ってあげたり、掃除してあげたりするような助け合

いはできますが、もっと深く助け合おうとすると難し

い、ということです。その場合に、都市部の助け合い

はどのように行われたのかというと、実はお金を提供

し合うというやり方を多く取りました。困っている人

に仲間がお金をいわば融資するというかたちを取りま

した。だから、都市部の助け合いでは、お金という問

題が欠かせない。

　例えば今、僕は日本でもっとコミュニティをつくろ

うといったことをよく発言していますが、その割に、

なぜあまり力強いコミュニティができないかといえ

ば、簡単な理由だと思っています。それは他者のため

にお金を提供できないから、これではコミュニティが

できませんということだと思っています。だから、み

んなして知恵を使って助け合ってというところまでは

言いますが、実はお金の提供はできない。つまりお金

が完全に私有財産化しているのです。

　昔は、お金は天下の回りものと言ったように、自分

たちで回すものでした。ですから、都市部ではお金を

使う助け合いが非常に重要だった。先ほど、小さい共

同体にはしっかりしたものもあっていいけれど、でき

てすぐ消えるようなものがあったって構わない、とい

うお話をしました。ただ、それでも単なるグループと

共同体は違います。共同体というのは、メンバーの中

に何らかの事情で困った人――悪い人という意味では
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なくて行き詰まった人という意味ですけど――が発生

した場合には、無条件で助けるということを前提にし

た組織です。だから、人々が困ったときに助けてあげ

ないというのは共同体ではないわけで、それは単なる

グループです。

無条件で助け合うという精神を

　だから場合によれば、子育てグループでもいいし、

例えば逗子の自然を考える会だって構わない。つまり

活動内容はさておき、ただ、それがメンバーの中で何

らかのかたちで行き詰まるという人が出てきたとき

に、他のメンバーが無条件で支えていくという精神を

持っているのが共同体です。例えば逗子の自然を考え

る会をつくったけれども、メンバーの中でいろんな理

由で行き詰まった人が出たときに、あくまで自分たち

の活動内容である、逗子の自然を考えることしかしな

いのであれば、これは共同体ではありません。もちろ

ん別の意味では、その会は有効な役割を果たします

が、共同体的な考える会となるためには、そこで無条

件で助け合うという精神が必要です。その無条件で助

け合うときに、都市部の共同体では、お金という問題

を切り捨てることができません。

　僕も上野村でも多少みんなと一緒にさまざまな活動

をしていますが、東京でもさまざまなグループに加

わっています。都市部ではコミュニティがない、とい

う言われ方がよくされますが、最近、コミュニティを

つくり始めている人たちは、自分が加わっているコ

ミュニティが多すぎて、すべてに顔を出すことができ

ないということが現実になってきています。だから、

あっちは行くけど、こっちは今回ちょっと失礼すると

か、そんな感じでやっている人たちと、コミュニティ

がまったくないと言っている人たちの二極に分解して

きています。

出資金は返済せずに次の事業に

　それで、私にもいい仲間がいっぱいいますので、い

ろんなコミュニティをやっています。昨日、 １ つのグ

ループではワインの新酒のお祝いをやっていました。

実は僕らでつくっているレストランが東京に ２ 店舗あ

り、それは東京の日比谷にあり、僕らのたまり場でも

ありますが、よかったら行ってみてください。国際ビ

ルディングという帝国劇場が入っているビルの地下 １

階に、「にっぽんの…」のという、ひらがなで「にっぽ

んの」なんですけど、あと「とかちの…」という名前

と、 ２ 店あります。両方とも僕らが出している共同レ

ストランで、自分らのたまり場を兼ねているような感

じです。普通のお店ですので、普通のお客さんもたく

さん来ています。

　例えば、「とかちの…」が先だったのですが、「とか

ちの…」は十勝の仲間たち、だから帯広地区の仲間た

ちが食材提供する形で始めたので「とかちの…」に

なったのですけど、もう一店舗つくったときに、全国

の ８ カ所ぐらいの農民とか漁民とかが食材提供をして

いて、その人たちもよく来ますけれども、そういう共

同レストランと。

　結局、東京って広すぎて、みんなが気軽に来られる

ところであり、それからまた地方の仲間たちが寄って

いく場所でもあるので、都心のど真ん中にやるしかな

いということで、東京駅から歩いて１０分かからない場

所にせざるを得なかったということもあります。

　開店資金として４，８００万円掛かっていますので大変

ではありますが、ただ、やはり今の時代だなと思うの

は、自分たちでそのお金を集められるということで

す。実は１，０００万円は愛媛銀行さんの出資です。融資

ではなくて出資です。融資は借金になりますけど、出

資は倒産すれば終わりますから。愛媛銀行は地方銀行

のあり方をずいぶん検討してきて、こうした動きに協

力してくれており１，０００万円出資しています。ほかの

大半のお金はみんなの拠出です。僕も若干だけは出資

していますが、いかなる理由があっても出資金は返済

しないという出資です。儲かったら、そのお金は次の

事業に使うということになっています。そうしたかた

ちで屋台村を、実は帯広と高崎でもやっているので、

僕らは ４ 店舗持っていることになりますが、全部それ

ぞれの地域の人たちの出資で動いています。

出資で自分たちの生きる世界をつくる

　そういうことの中でも、今ようやく（自分のためで

もあるのだけど）取りあえず良さそうな仕組みをつく

るための、みんなのためにお金を使っていくというこ

とができるようになってきました。実際、東京の店舗

では４，８００万円掛かっていますから、おそらく数百万

出資している人もいれば、１０万円ぐらいの人など、さ

まざまだと思いますが、そのことによって自分たちの

生きる世界をつくっていくと。

　昨日はそこで、ワイナリーの人たちが多い山梨の仲

間たちが新酒を持ってきて、それをみんなで飲みなが
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らお祝いするという集まりをやっていました。みんな

で酒を飲んで喜んでいるのですから、これも一面では

非常に緩やか共同体です。だけど、そこでお金の出し

合いもできるし、また何かあればいくらでも検討でき

る、一つの共同体的な集まりです。こうしたものが、

おそらく都市部の共同体を考えていくときの一つのか

たちであろうという気がします。

生きている世界を基盤に社会をつくり直す

　結局、現代社会は非常に大きなシステムに振り回さ

れてしまいます。福島の原発事故についても、いった

ん事故が起きてしまうと、神奈川県でいえば足柄茶ま

で影響を受けてくる。それに対して、足柄の農民には

本当に何の責任もないのに、事故が発生した年には、

手の打ちようがないという事態に追い込まれていきま

した。

　それはこの後、予想される日本の国際問題も含めて

です。例えば金融がちょっと世界的に怪しくなると多

くの人たちが巻き込まれざるを得ません。本当にリー

マンショックのときなどは、アメリカの金融機関がい

わば無謀な融資の仕組みをつくって勝手にコケただけ

ですが、その結果として、株も １ 株も持っておらず、

貯金もほとんど持っていないような日本の非正規雇用

の人たちが切られていくという、まったく腹立たしい

事態になってしまいます。株の投資をやっている人が

あおりを食らって損をしたというのであれば、そのリ

スクは当然あるので、自分の責任でしょうとも言えま

すが、何の責任もない人たちが、つまり一番弱いとこ

ろから影響を受けます。

　こういう世界のありようは、もう根本的に間違って

いると言わざるを得ない。そういったことも念頭に置

きながら、僕は今コミュニティの時代、共同体の時代

をつくろうとしている。最終的に着地していくのは、

僕はこの社会のつくり直しだし、大きなものに振り回

されて生きていくのではなく、私たちの生きている世

界そのものが基盤になっていけるような社会です。そ

れをつくり直さなければいけないし、そのためには絶

えず伝統社会のあり方から学びながら未来を考えると

いう思考が要るのだろうという気がしています。
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基調講演／討議〈冒頭発言〉

山梨崇仁（葉山町長）

山と海が共存したまち

さまざまな地域性とそのあいだの温度差

地域の方々と町の信頼感を

プロフィール：山梨　崇仁（やまなし・たかひと）
葉山町長
１９７７年東京都渋谷区生まれ。関東学院大卒、法政大学大
学院政治学研究科修了。在学中から２００３年まで、ウィン
ドサーフィン・ミストラル級にてシドニー、アテネ五輪
を目指し選手活動を行う。引退後は民間企業にて人事コ
ンサルタント。葉山町の空間を愛して移住し、政治の世
界へ。葉山町議会議員を経て、２０１２年より現職。まちづ
くりの基本理念は「町民が休日を楽しく過ごせる町
へ」。本年度は行政テーマを「子育て」に位置づけ、待機
児童解消の他、地域の子育てを考える虐待防止の啓発や
自然体験プログラムの設置など、行政の仕事と町民の想
いがテーマを通じてひとつになるまちづくりを目指す。
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山と海が共存したまち

　内山さんの哲学的な講演をお聞きしましたので、制

度的な観点からでなく、若干、主観的な視点からお話

をさせていただきます。葉山町は、今日ここにいらっ

しゃる際にみなさんもお感じになったと思いますが、

非常に緑豊かであり、一方では御用邸を抱える海岸線

もありますので、山と海が共存した自然豊かなまちで

あります。

　そしてまた、最近は移住されてくる若い方々が増え

ていますので、もともとの人口減を移住者が補ってく

れて、人口としては横ばいになっている状況です。そ

れによって、先ほどもお話がありましたが、お祭りに

ついても氏子会を中心に、と言うよりは、みんなが祭

りに集まって地域が盛り上がるんだ、といった気持ち

の方々が多く集まることで、お神輿が各地域で立ち上

がっています。また、こういった海や自然の環境を保

全していきたい、このまちの歴史的な風土を皆さんに

ご案内していきたいといった、まちづくりのボラン

ティアの方々も多数いらっしゃいますので、コミュニ

ティを担う主体的な動きが非常に数多くあります。

　また町内会についても、昨日、平井市長からも当然

のように、地域の主体として期待する声があったかと

思いますが、葉山町の町内会でも非常に熱いみなさん

が集まっていらっしゃいます。実は昨日、私がこの円

卓会議に参加できなかったのは、町の総合防災訓練を

実施していたからですが、多くの町内会の防災担当の

方々が主体となり総合防災訓練を行うことができまし

た。

さまざまな地域性とそのあいだの温度差

　ただ課題として申し上げれば、そういった防災訓練

にもあてはまりますが、いかに維持継続していくかと

いうことが非常に難しい状況にあります。３．１１を経て

防災に非常に関心が集まる中ではありますが、昨日の

防災訓練では参加者数が ２ 割、 ３ 割と減っている。そ

れは地域での防災訓練も同じだという声も頂きまし

た。そうした意味で、思いをつなげていき維持継続さ

せていくことが大きな課題なのかなと思っております。

　それから、もう一点、申し上げると、先ほど触れま

したように町は農村部と、海側の宅地部があります

が、そこにはそれぞれの地域性のあいだに非常に大き

な温度差があります。例えば、ウーッと鳴る消防団の

招集のサイレンを皆さんもお聞きになったことがある

かもしれませんが、町では今、そのサイレンをやめ

て、携帯電話で消防団の呼び出しをしています。農村

部の方々からはなぜサイレンをなくしたんだ、あの音

がないと、どこで火事があったかわからないじゃない

かという声があがる一方で、堀内や逗子寄りの宅地部

の方々からは、「あのウーッという音は何なんだ。夜

中に起こすんじゃない。あんな音は早く廃止しろ」と

いった声があり、真っ向からぶつかる状況があります。

地域の方々と町の信頼感を

　これは、人口 ３ 万３，０００人という小さな町が抱えて

いる象徴的な課題として今、お話ししましたが、地域

にはそれぞれの地域性が非常に色濃くあり、小さな町

でありながらも、その地域の中でそれぞれに合わせた

かたちで力を入れていかないと、今後の維持継続は非

常に難しいなと感じている次第です。町として、私が

今考えていることは、そういった課題に対し、従来、

行政はどうしても画一化、公平性、継続性による線引

きをしなければならないのが仕事だと考えられていま

した。

　しかし、私が今思うことはまったく逆であり、そう

いった地域に対する不平等感、不公平感によって地域

の方々と町との信頼感が結び合っていくことで、葉山

町全体としての行政と地域のつながり、そして、その

地域を支えていくことができる行政のあり方があるの

ではないかと思っているところです。この背後には、

基調講演／討議〈冒頭発言〉

山梨崇仁（葉山町長）
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地域の味方になり、一方では時として国や県と対峙す

る、そんな市町村が必要とされているのではないかと

思っていることをお伝えして、私からの冒頭発言は終

わりたいと思います。
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事例報告 １

多様なかかわりによる子どもの育ち

奥山千鶴子（特定非営利活動法人びーのびーの理事長）

子どもも親ものびのびと

お金より居場所が欲しい

今ここにいるお母さんたちから学ぶ

子どもを産み育てるのが当たり前ではない社会

地域の中で関係性を築いていく

先回り育児にならざるをえない環境

地域と家庭を結ぶ縁側のように

子育て支援から家庭全体の支援へ

市民感覚、肌感覚をどれだけ打ち出せるか

子どもの存在で親や社会がつながる

プロフィール：奥山　千鶴子（おくやま・ちづこ）
特定非営利活動法人びーのびーの理事長
青森県出身。 ２男 １女の母。大学卒業後、大手旅行代理
店の子会社に就職。１９９４年に長男を出産、会社の育児休
業取得第一号となる。９６年に退職。地元横浜市港北区の
保健所が発行する「子育て通信」の編集ボランティアを
経て、２０００年、NPO法人「びーのびーの」を設立し、同
区内に「おやこの広場びーのびーの」をオープン。０５年
には港北区の委託を受け、区内 ２カ所目となる子育て支
援拠点「どろっぷ」も開設した。現在、「子育てひろば全
国連絡協議会」理事長、横浜市教育委員も務める。
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子どもも親ものびのびと

　最初に「びーのびーの」という名前ですが、これは

単純に子どもも親ものびのび育っていきたい、子育て

をしていきたいということでつけた名前です。まず法

人の概要を説明させていただきますと、最初、私たち

が立ち上げたのは２０坪の小さな商店街の空き店舗での

親子の交流の場でした。それを「おやこの広場びーの

びーの」と呼んでいます。２０００年 ４ 月に開設です。私

自身は、この前に ６ 年間ほど、子どもを育てながらボ

ランティア活動をしていました。横浜には児童館がな

かったので、公園が根城でした。お弁当と水筒を持っ

て一日、公園にいるような感じでした。

　行政と共にボランティア活動をする中で、行政は子

育て支援をやっていると言うけれど、まったく市民に

伝わっていないぞという思いがありました。私たちが

欲しいのは交流の場でしたが、幼稚園に入るまでのそ

れまでの期間、行政からも町内会からも何も支援をい

ただいてないという感覚がありました。要するに、幼

稚園に入るまで新参者に対して、地域が受け入れる場

がない。だから、自分たちの方からアプローチしない

限りはサービスも受け取れないし、誰も助けてくれな

いんだという思いの中で、それであれば、自分たちで

何とかするしかないかなということで、その公園仲間

だったお母さんたちとともに、行政の中では居場所が

足りないなと感じたようなことを考えて、２０００年に親

たちが勝手な事業として立ち上げました。

お金より居場所が欲しい

　２００２年からは行政の補助が入り始めます。その間の

２ 年間はすべて自分たちで場所も借りて、月２０万円の

家賃も払っていました。主婦の手に負えないよねと思

いも何かありながら、でもお金より、むしろ場所が欲

しいという思いで、お金は後から付いてくるんじゃな

いかという無謀な事業計画で始まりました。でも、そ

んな無謀なお母さんたちを何とか支えてあげたい、と

いう多くの人たちの思いもあって継続できています。

そうした活動なら応援してあげようということで公的

な支援も後から付いてきたかと思っています。

　その後、介護保険ができて、介護の世界がすごく盛

り上がり介護は社会が応援するという機運ができてい

く中で、「ああ、子育てはまだまだだな」「やっぱりお

母さん、子育て頑張りなさい」と言われているような

気がしました。でも、仲間と一緒にやれば少しは支え

合いながらやれるかな、という思いでやってきました。

　でも、そういった活動が少しずつ認められてきて、

２００６年には横浜市港北区の委託事業として地域子育て

支援拠点「どろっぷ」を受託することができました。

横浜市は、お金も掛かるので、建物をすべて自分で造

ろうという気がなく、最初は「賃貸物件で、どこかい

いところを探して、やってください」と言われまし

た。ただ、子どもが育つ場所は土が触れられるところ

で、という思いがありましたので、ビルの ２ 階や ３ 階

ではやろうと思いませんでした。

　そこで、「もし、いい物件が見つからなかったら、家

賃と同じ分で地域の人に建ててもらってもいいです

か」とお聞きしたところ「いいですけど、そんな土地

を提供してくれる人がいますか」と言われ、いろいろ

と探しました。それまでに町内会の方々ともいろいろ

連携もできてきている中で、一緒に探して「いいよ」

と言ってくださる方がいました。江戸時代から続く農

家の方で、土地をたくさんお持ちで、そこも農地でし

た。それまで、おそらく私たちのようなNPOとは接

点がなかったと思うのですが、経緯を説明して「そう

いうことなら」ということで、建物も建ててくださ

り、そして貸していただくことができました。

今ここにいるお母さんたちから学ぶ

　後でも少し話をしますが、行政との委託の中で、市

民の主体的な活動を事業化していくということで、
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「私たちの思いを１００％かなえてほしい」という思いが

ある一方で、行政側には、公平性、平等性という枠の

なかで、受託者に対しては「こうしてほしい、ああし

てほしい」という思いがあります。

　また当初、どろっぷをつくったときに行政の職員の

方ととても意気投合して、一緒に協働事業として始

まったものが、やはり職員が入れ替わっていく中で、

どんどん厳しくなり、最初の趣旨とだいぶ違うぞとい

う思いが出てきたりしました。そうしたときに、自分

たちの思いをどのように、ここを利用されているお母

さんたちにも伝え、それから社会にも伝えていくのか

ということの難しさも感じてきた、この ８ 年間のど

ろっぷの運営でもありました。そんなこんなで、いろ

いろなことと対峙しながら、やりながら、考えなが

ら、１３年間子育て支援をやってまいりました。

　私自身もどんどん子育て当事者の感覚から離れて

いってしまっているので、私たちは、行政からの委託

事業だけではなく、その時その場に来ている親子から

学び、今ここにいるお母さんたちが感じていること、

課題として思っていることを拾い上げながら事業を展

開していかなくてはいけないという思いでした。そん

な中で、行政からお金がもらえない事業もたくさんあ

ります。

　例えば、今は就労していなければ子どもを預かって

もらうことはできません。でも、来ている親子さんを

見ていたら、親のメンタルな部分が懸念されたり、一

人親家庭、そして、お子さんの発達が心配なお母さん

など、さまざまな方がいらっしゃいます。そういう人

たちには就労していなくてもお子さんを預かってあげ

ることが家庭にとっても子どもにとってもプラスにな

るということで預かり保育をやっています。これは行

政の補助が入らないので高いんですね。でも、高いけ

れど、何とかこれは次のステップとして行政から補助

をいただくか、何か安くする手段を考えなくてならな

い状態です。

　それから出版事業もしています。もともと住んでい

るところであれば、どんな幼稚園なり保育園か、わか

りますが、横浜は非常に新参者、ニューカマーが多い

ところなので、幼稚園や保育園についてきちんと園の

方針やお金のことも含めて情報提供が必要だというこ

とで、冊子を作って販売しています。また今の若い人

たちは、まずはインターネットからアクセスしてくる

ので、そういった情報提供も必要だということでＳＮ

Ｓの活用などもしているところです。もちろん、

フェース・トゥー・フェースの顔の見える関係が大事

ですが、そのためのつなぎという意味での情報提供を

しています。

子どもを産み育てるのが当たり前ではない社会

　さて、今の日本の状況についてお話ししますと、男

性も女性も結婚年齢が上がっており、第一子の出産時

の母の年齢も３０歳を越えています。それから結婚しな

い理由については、男性は「結婚後の生活資金が足り

ない」「結婚資金が足りない」ということが上位に挙げ

られ、いまだにお金に縛られて、ある程度の稼ぎがな

ければ結婚できないという考え方が強いです。一方、

女性では、「自由や気楽さを失いたくない」「必要性を

感じない」ということが理由として挙げられています。

　こうした結婚しない理由も併せて、子どもを産み育

てるということですら当たり前ではない社会の状況を

共有し、そして、なぜそういう社会になってしまった

のかということを考えていく必要があるかと思いま

す。家族を持つとはどういうことなのか。そして、子

どもを産み、育てるということはどういうことなの

か。本日、内山節さんが過去、現在、未来という話を

しました。サステイナブルな社会を考える際には、自

然環境への配慮とともに、子どもを産む、あるいは家

族をつくるということすら実はままならない、この日

本の社会そのものについて考えてなくてはいけないと

切に思っています。

地域の中で関係性を築いていく

　２００９年の横浜市の次世代育成支援に関する市民意識

調査でも、１８歳以上４９歳以下を対象とした「お子さん

がいる方は、お子さんが生まれる前に、お子さんがい

らっしゃらない方は今までに、赤ちゃんのおむつを替

えたり食事をさせたことがありますか」という問い

に、５０．３％が「ない」と答えています。昔は、親戚が

集まれば、いとこがいっぱいいました。うちの場合

も、両親は兄弟が多かったので同様です。でも、私自

身はひとりっ子で、夫はふたり兄弟ですね。うちの子

どもは ３ 人いますが、夫の弟のところは子どもがひと

りなので、いとこがひとりという状況です。

　一般的な傾向としても、親戚が集まって身の回りに

赤ちゃんがいるという環境が、少なくなってきている

のだと思います。マンション、アパートで子育てをし

ていて、トントントンと隣の人のドアを叩いて「手

伝ってくれませんか」というのは、よほどの関係性が
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ない中ではできません。そういう意味では、地域の中

で関係性をどのように築いていくかというところが大

事ですが、若い世代が関係性をつくるのには時間がか

かり、赤ちゃんが生まれてから関係性がまったくゼロ

のところから始めなくてはいけない苦しさが地域には

あると思います。

先回り育児にならざるをえない環境

　幼稚園や保育園に入る前は、母子関係の中で育って

いますから、親がどうしたらいいかわからないという

状況の中で、ともかく何でもやってあげる先回り育児

にならざるを得ません。これはお母さんが悪い、とは

言えず、そうした環境になってしまっている、という

ことです。そして、親自身が子どもと関わる経験が少

ない。子どもは親以外の大人との出会いが少ない。夫

は働くことばかりに時間を削られ、子どもと関わる時

間が短い。そして外遊びで、子ども同士の群れ遊びが

少ない。今、小学校に入るまでの子どもが、公園で子

どもだけで遊んでいたら「親はどうしたんだ」と言わ

れます。子どもだけで遊ばせられないコミュニティに

なっています。

　１２歳以下のお子さんがいる家庭を対象に「友人や近

所の人、子育て仲間から子どもを預かることがあるか」

と尋ねたら、個人主義の国だろうといわれているフラ

ンスやアメリカよりも、日本は預かる率が少ない状況

です。私は、自分の子どもが小学生の時、夏休みなど

に田舎に連れていき、一ヶ月ぐらい、おじいちゃん、

おばあちゃんのところで過ごすということがよくあり

ました。そして、そのときに自分の子どもの友達まで

連れて行きました。そこは関係性の中で、たぶん委ね

ていただいていたのだと思いますが、そういうことが

どんどんしにくい日本の社会になってきているのだろ

うということを感じています。

地域と家庭を結ぶ縁側のように

　「子育てが辛いのではない。子どもたちはかわい

い。でも不安や孤独で押しつぶされそうでどうしよう

もない時がある」という感覚は、子どもが生まれるま

で気がつかない感覚ですね。子どもがいなければ、社

会の中でひとりだけならやっていけるのですが、子ど

もが生まれて地域との関係をつくらざるを得なくなる

と、自分が、身動きがとれなくなって初めて感じる感

覚です。すごくいいきっかけだと私は思っています。

というのは、自分自身もそうだったからです。私はバ

ブル期に仕事をしていて、自分ひとりで何とかなると

思い上がっていましたが、子どもが生まれて、地域の

大切さや、この子の未来を感じるようになり、過去、

現在、未来という時間軸を考えるようになりました。

だから、子どもが生まれるってすごいことだと思いま

す。

　そこで、お母さんやお父さんのこうした気づきを、

地域や社会がどのように応援するか。そこが今非常に

問われているなかで、子育て支援をしていきたいと考

えています。子育て広場は、地域と家庭の縁側のよう

な存在だと思います。家族と地域の溝が深いので、子

育て広場はそこに風穴を開けて、その間を取り持てる

といいなという思いでいます。

子育て支援から家庭全体の支援へ

　子育て支援を始めるにあたって、いろんな言葉を参

考にさせていただきました。「完璧な人はいない」と

いうカナダの考え方。親もそう言ってもらうと、

ちょっと肩の力が抜けて、ああ、学ばなきゃと思いま

す。そして、「子ども一人を育てるには村中の人が必

要」というアフリカのことわざ。たぶん日本でもそう

だったのだと思います。子育てで親がすごく批判され

ることがありますが、そのように周りから「受容され

たことのない親が、子どもを受容できるわけがない」

ということも大切です。子育て支援、子育ち支援とい

う前に、家庭全体として受容し、応援していくという

眼差しが必要ではないかと思います。主役は親ですよ

ね。子育て支援は親を甘やかすことになるのではない

かと言われることがありますが、そうではなく、やは

り主体は親だという考え方です。

　「子どもは放牧して育てよ！」というのは私が、とて

も大好きな言葉です。でも実際には、さきほど話した

ように、公園で放牧して育てるのが難しい状況があり

ます。であれば、どこで放牧して育てられるのだろう

ということで、今は幼稚園や保育園で、ということに

なります。放牧することで、子どもたちはいろんな

チャレンジをして大きくなるのだとしたら、その自分

の限界ということを自然の中で学ばせていくことが一

番だと思います。アクセルとブレーキですね。子ども

を放牧して育てる環境は、親のまなざしの中だけでは

できないでしょうから、第三者が関わって、それを地

域の中にどうつくるかがとても大事だと思っています。
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市民感覚、肌感覚をどれだけ打ち出せるか

　現在、横浜市港北区内で ２ カ所の拠点を運営してい

ます。ひとつは、商店街の空き店舗を借り上げて、子

育て当事者で立ち上げた子育て広場です。商店街は、

コミュニティがまだ残っている感じでとてもいいです

ね。子どもが迷惑と思われない、そういう貴重な場所

だと思っており、商店街で三輪車を乗り回して、子ど

もたちは大きくなっていきます。

　もう一つは、行政からの委託で運営している「ど

ろっぷ」という拠点です。委託事業なので行政とのす

りあわせが必要なところもある中で運営しています

が、土曜日にも開いているので、お父さんたちも来や

すい。また園庭を何とか確保しましたので、どろんこ

遊びをガンガンやっていて、高校生やシニアの方たち

も活躍してくれています。

　ちなみに、協働の話をすると時間がなくなってしま

うので簡単にお話ししますが、この施設の運営にあ

たっては行政と対立する部分もかなり多かったです。

なので、同じ受託団体のネットワークで、協働協定

書、役割分担表を作成し、行政側と私たち運営側の役

割分担をきっちり確認し、成果目標を共有しながら取

り組んでいます。受益者は施設の利用者なので、利用

者からの評価もきっちりもらいながら取り組んでい

く。事業者の運営側は、もう言われたことだけやって

いればいいじゃないという感じにもなってくる時があ

りますが、それではいけないというところを確認しな

がら取り組むことがとても大事だと思っています。

　なかなか日本では、契約書を細かく読み込む習慣が

ありませんが、契約書を見直したら、「えっ！」と思う

ようなことが多々ある場合もあるので、最終的にはそ

こに立ち返るということをきちっと押さえて契約書を

見ていくことはすごく大事です。そして、この契約書

に自分たちのやりたいことを埋め込んでいくという作

業も大事だと、この ２ 、 ３ 年感じているところです。

　行政とNPOが協働で行う価値というのは、私たち

のもつ市民感覚、肌感覚をどれだけ打ち出せるのかと

いうところにかかっていますし、そうした感覚を持っ

ていること自体がNPOとしての価値だと思います。

そして、情報や人が集積して、そこから発信していく

ことが大切だと思っており、目の前にいる親子、言葉

にできないニーズ、課題といったものを可視化、言語

化して、それを行政に伝えていく役割もあるだろうと

思っています。

子どもの存在で親や社会がつながる

　また行政との連携だけではなく、企業との連携や地

域での活動も大切です。子どもの時に、周りから応援

された人は、自分が大人になっても、きちんと周りの

人に助けてと言える人になります。そして、中高生も

近所の大人との関わり合いが多ければ、子育てに対す

るイメージもよいものになるので、ぜひシニアの方に

は子育てに関わってください。そして実際に、私たち

はシニアの方たちに「その子たちが親になるときに必

要なことです」とお伝えして、関わってもらっていま

す。子どもは真剣に関わってくれた大人を一生忘れま

せん。それは保育園や幼稚園の先生かもしれないし、

学校の先生かもしれない。

　社会にとって、子どもがいるということはすごく大

切だと思います。そのことで、親や社会がつながって

いけるのです。私たちは、少子化社会にもっと敏感で

なくてはいけないと思いますし、子どもが大切にされ

ない社会に未来は来ないのではないか、と考えていま

す。子どもにとってのふるさと（人生の根っこ）づく

りは大人の責任であり、これはどこに住んでいてもや

らなくてはいけないことです。本日、内山さんがお話

しされていた、過去、現在、未来の時間軸が、子育て

には本当に重要なことだと改めて感じることができま

した。そして、その子どもたちが未来であるというこ

とを感じています。

　今、子育ての制度もいろいろと動いている中で、

フォーマルな部分の制度のよりよい改定とともに、地

域の中でのインフォーマルな支え合いの社会をつくっ

ていくことの両面で、進めていかなければいけないと

いうことを感じています。これからもNPOとして両

方に目配せをしながら活動を続けていきたいと思って

います。
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事例報告 ２

地域全体を見据えた高齢者ケア
加藤忠相（小規模多機能型居宅介護事業所おたがいさん代表者）

その人に合わせたサービスを

管理する介護から元気になる支援へ

料理をして片づけもしてくれるばあちゃんたち

タイヤ交換や畑の指導をするじいちゃんたち

小唄を歌い大騒ぎ

子どもたちとギャングごっこ

日常の中の当たり前の交流を

子どもたちが被災地に寄付を

駄菓子屋さんという楽しみ

お年寄りは豊かな社会資源

お餅つきで地域の人たちをもてなす

自立の支援こそが介護の仕事

地域への社会参加で幸を広げる

心根の優しい介護職が働ける場を

プロフィール：加藤　忠相（かとう・ただすけ）
小規模多機能型居宅介護事業所おたがいさん代表者
株式会社あおいけあ代表取締役社長。神奈川県藤沢市で
高齢者福祉サービスを実施している。お年寄りの管理・
支配をする介護の現状に愕然とし、現在の会社を開始す
る。お年寄りの力を使って地域へ拡げていくことをモッ
トーに、小規模多機能型居宅介護「おたがいさん」を展
開。その取り組みは、「第 １回かながわ福祉サービス大
賞」として認められ、地元を中心に同じ思想を持った仲
間とともに取り組みが広がりつつある。
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その人に合わせたサービスを

　私は大学のときは教員課程にいたので、全然お年寄

りの仕事は関係なかったのですが、ひょんなことから

家の事情の関係で、特別養護老人ホームで働くことに

なり ３ 年間働きましたが、どうにもこうにも肌が合い

ませんでした。働く前はじいちゃん、ばあちゃんとお

茶を飲んでほのぼのというイメージでしたが、実際に

は ５ 分ごとにマニュアルが決まっており、それ以外の

ことはできないという状況にすごく不満を覚え、 ３ 年

でこらえ性がなく辞めてしまい、２５歳のときに自分で

会社をつくって、グループホームとデイサービスから

始めました。

　デイサービスをやっていますと、それは在宅を支え

るサービスではあるけれど、例えば １ 週間に １ 回来て

いるお年寄りは、 ６ 時間しかばあちゃんのことを知ら

ないという状況ですので、全然在宅を支える実感があ

りませんでした。そうした中で、全国にある宅老所を

モデルにして、平成１９年から制度化されたのが小規模

多機能です。介護保険のサービスとして位置づけられ

ています。

　詳しい説明は、今日は時間がないので避けますが、

通所介護だと、通う時間が例えば ７ 時間というように

決まっていますが、小規模多機能の通い時間は決まっ

ていません。なので、朝 ７ 時にはばあちゃんを奥さん

が連れて来てばあちゃんを置いて仕事に行ったり、あ

るいは「今日は会議があるから、夕飯を食べてから

送ってもらえますか」「今日は会議でちょっと延び

ちゃうので、 ９ 時ごろお迎えに行っていいですか」と

いったかたちで、例えば通いの部分もその方に合わせ

てできます。お泊まりもその日の夕方に「今日泊めて」

と言われても、泊めることができるし、夜中に呼ばれ

ても駆け付けることができるということで、非常にそ

の人その人に合わせたオーダーメイドのサービスが可

能となります。

管理する介護から元気になる支援へ

　今日は地域がテーマですので、地域についてのお話

を中心に話をさせてもらいます。

　平成１９年に小規模多機能を始める段階で、地域に開

くことを意識して建物も造りました。バタ臭い建物で

すけど、面白いのは、 ２ 階から屋根にぐるっと登れて

遊べるようになったりとか、 ２ 階の研修室となってい

る部分に関しては習字教室になっており、週 ４ 回、地

域のお母さんや子どもたちが習字を習いに来る場所に

なっています。

　建物の配置としては、グループホームとデイサービ

スと今回紹介する小規模多機能「おたがいさん」が一

か所にあり、塀や柵など一切造っていません。全部壊

して真ん中の通路のところを小学生たちが皆この中を

通って学校に行ったりとか、サラリーマンもここを

通って駅に行ったりですとか、さらには高校生カップ

ルが帰りは手をつないで歩いているとか、ちょっと甘

酸っぱい光景もこの場所で見かけます。

　自分が東京で働いていたときは、「その施設は誰の

ための場所？」といえば、だいたい高齢者のためと答

えるのですが、多くのところが職員の職場になってし

まっており、職員の都合にすべて合わせて動いている

というのがすごく不満でした。例えばどこかのデイ

サービスの施設では、天井はすごく高くて明るく、

テーブルもきれいなのですが、皆さんにお聞きしたい

のは「ここに座って ６ 時間いられますか？」というこ

と。たぶん多くの方は難しいと思います。スターバッ

クスで ６ 時間いるのも難しいと思いますからね。そし

て歩こうとすれば「○○さん、座っていて」と言われ

てしまうし、立ち歩くと、「はい、○○さん、徘徊」と

なってしまう。

　今の介護現場では、基本的に縛られて、支配管理さ

れてしまっているというのが多くの現状です。なの

で、僕らの仕事は、本来、支援しなくてはいけないの

です。介護保険というのは健康になる義務がある制度

事例報告２

加藤忠相（小規模多機能型居宅介護事業所おたがいさん代表者)

地域全体を見据えた高齢者ケア
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ですので、自分の箱に閉じ込めて、世話になるお年寄

りをつくっていたら、それは介護ではない、と考えて

います。とにかくお年寄りが元気になる支援をすると

いうことを意識しています。

料理をして片づけもしてくれるばあちゃんたち

　すぐ近くの公民館での子育て教室の集まりの時にう

ちに来てもらうと、ばあちゃんたちが面倒を看てくれ

たりすれば、ばあちゃんに子どもを預けてお母さんた

ちは、髪の毛を切りに行くとか、買い物に行くとか、

そういうこともできて相互に支え合う関係ができま

す。また、何か特別な行事のときではなく日常的に光

景として、ばあちゃんが割烹を着て野菜を切ったり、

包丁とかも当たり前に使っています。じいちゃんなん

かもゴマすりなんかしてくれると、職員は、あとは味

見するだけになってしまいます。梅干しの梅を近所に

買いに行って、ばあちゃんたちと作ったり、今年はシ

ソの種植えから始め、大量に作って、余ったものは

ジュースにして、公園体操で集まる地域の方に熱中症

予防だと言って飲ませるばあちゃんたちです。

　僕が夜勤で台所に立っていると、ばあちゃんが、そ

こは男が立つところじゃねえと言って、どかされて全

部皿洗いをしてくれます。ご飯の準備もそうですし、

片付けるのも全部じいちゃん、ばあちゃんがやってく

れる。よく「お宅では（介護度の低い）楽な方ばかり

取るんですね」と言われますが、基本的にはケアマネ

さんの事業所からすべてご紹介いただいています。で

すので、包括や他の事業所には行けず、もしくは取っ

てくれないような丸投げされるケースの方が多いで

す。誰も世話になっているような顔をしていません

し、認知症などみじんも感じさせない顔をしています

が、実は結構大変な方が多いです。

タイヤ交換や畑の指導をするじいちゃんたち

　昔、車の関係の仕事をしていたじいちゃんは、タイ

ヤの交換をしてくれたりします。こういうことをでき

るのはわかっていても、うちに来る前までは、家のあ

ちこちでおしっこをしてしまい、ご家族はノイローゼ

状態でした。また芋煮会の準備などでも、じいちゃん

が鉈で薪を作ってくれます。　ＮＨＫの「おはよう日

本」でうちが紹介されたときに、もともと農家のじい

ちゃんが畑の指導をしている様子も放映されました。

「俺もこれは６０年やっているからよ」と格好いいセリ

フを吐いていましたが、うちに来る前までは、病院か

ら退院したときにおうちでも寝たきり状態でした。

　最初は訪問に行って起きてもらうところから始ま

り、庭の散歩、そして地域に出ての散歩と、だんだん

「おたがいさん」のそばまで寄ってきて、お茶を飲んで

帰るということをするようになりました。そして、こ

のお年寄りが来るから畑を作ろうということで畑を作

りました。もともと畑があるからやってくださいね、

ではなく、農家の方がいたので、畑を作ったという次

第です。うちに来る方々に合わせるかたちです。

小唄を歌い大騒ぎ

　コメ作りなどもしているのですが、じいちゃん、ば

あちゃんが植えているのを見て、ふだん遊びに来てい

る地域の子どもたちも苗を植えたくなるんですね。そ

こで、これも何かの企画ということではなくて、勝手

に子どもたちがすぐ近くのヨークマートに行ってトロ

箱、白い箱をもらって来て、放課後に勝手に田植えを

して遊んでいます。ただ苗が育ってくると、じいちゃ

ん、ばあちゃんたちはちゃんと土から作っていますけ

れども、子どもたちは普通にただその辺の土を放り込

んで作っているだけなので、成長が全然違ってきま

す。それを見て、やっぱりじいちゃん、ばあちゃんは

すげえなと驚いています。

　実際、私の長女が去年、小学校 ５ 年生のときにＮＨ

Ｋの番組で認知症の問題行動の様子などを見て、「パ

パ、うちのお年寄りは認知症じゃないよね。みんな普

通だもんね」と言うほど普通にじいちゃん、ばあちゃ

んが元気に見えています。これもつい最近のことです

が、稲わらを使って、じいちゃん、ばあちゃんが縄を

結ってくれて、大根を干したりするときに使っていま

す。

　夜はお泊まりがありますが、もともと芸者さんだっ

たばあちゃんが泊まりに来るときには、人に飲ますの

が好きなので、白鶴 ２ パックか、一升瓶を持ってきま

す。そして小唄を歌いながら大騒ぎをします。泊まり

のときはたいていちょっとした宴会のようになり、仕

事が終わったスタッフが相手をしています。たばこと

かも当たり前に吸っていただきます。それまでの生活

を、別に僕らが止めるものではないと思っていますの

で。
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子どもたちとギャングごっこ

　放課後には、すぐ近くの公園ではなく、ここに遊び

に来ている子どもたちのたまり場になります。パンパ

ン鳴る火薬の鉄砲で外で子どもたちが遊んでいるの

を、じいちゃんが見て（もともとＤＶがあって、どこ

の利用にもつながらなかったじいちゃんです）外に出

ていき、子どもたちに２００円渡して、「俺の分も買って

きてくれ」と頼んだら、子どもたちも律儀にかなり遠

くの駄菓子屋までこれを買いに行ってくれて、帰って

きてからギャングごっこが始まります。こっちが見て

いてはらはらするぐらい走り回りますが、しばらく走

り終わって、お茶飲みながら難しい顔をしているので

「どうしたの？」と聞いたら、「子どもたちが２００円持っ

たまま帰ってこないんだ」と。しっかり認知症ではあ

るのですが、それ以降も、子どもたちは「Ｓさんいま

すか」と遊びに来てくれるので、キャッチボールなど

楽しんでいます。

日常の中の当たり前の交流を

　なので、外から見てオープンの施設でなければ、「中

に入っちゃいけないよ」という感じになるので、僕も

例えば自分の子どもが入ろうとしたら「いや、そこは

じいちゃん、ばあちゃんの施設だからダメだよ」と

言ってしまいますが、うちの施設ではそうではなく、

外から見て「ここは遊んでいいんだな」という雰囲気

を醸し出せることを目標にしています。

　夏には、かき氷なんかを作っていると、普通に子ど

もたちが入ってきますし、ばあちゃんたちは庭の柿の

木の葉っぱを使って柿の葉茶を作りながら、レモンの

何倍のビタミンＣなんだとか言って、それを子どもた

ちは教わりながら、一緒に作っています。後ろでス

タッフが立っていますけれども、もう、ほとんど遊ん

でいるような感覚ですね。うちのスタッフはほとんど

バタバタしていないというか、業務というものは一切

ありません。記録以外の業務は、掃除から何から全部

お年寄りでやろうというかたちでやっていますので、

スタッフはバタバタしていない。また草団子の会のと

きには、作った柿の葉茶をこのようにばあちゃんが後

ろで淹れながら、地域の子どもたちが売ってくれたり

して、認知症のばあちゃんも子どもたちも地域の方

も、みんな一緒になって、その行事に参加しています。

　よく高齢者施設での世代間交流として、「何年何組

の皆さんいらっしゃい」という企画をやりますが、僕

の経験上、その後に子どもたちが一度でも来てくれた

試しがありません。普段から当たり前に、何かしなさ

いではなくて、お互いのやっていることを見ていたり

とか、時々絡んでいたり一緒に作業をするような関係

の方が当たり前の交流ができると思います。

子どもたちが被災地に寄付を

　ばあちゃんたちが、最初ライトにしようと思って、

いただいたヒョウタンに穴を開けて、顔を彫ったらか

わいかったので、これも商品化しようという話になり

ました。最近スタッフはすぐ自立支援イコールお金儲

け、のような発想が出てきて、ばあちゃんたちも作り

ながら売り上げで「今年はウナギ食べに行きてえ」と

か「日帰りでいいから温泉にみんなで行こう」などと

言いながら商品を作っています。そして、うちで行事

をやるときに、ばあちゃんたちが作った商品を、子ど

もたちがよくわからない名前を付けて、貯金箱とかも

８００円とか強気の値段で売ります。じいちゃんが畑で

作ったジャガイモやゴボウ茶、柿の葉茶も売っていま

す。子どもたちは試飲をしたらもっと売れるんじゃな

いかとか、いろいろ考えながら売っています。

　今年になって、 ５ 月のことですが、地域の子どもた

ちが「今年は僕らはじいちゃん、ばあちゃんが作った

のは売らない」と言い出して、ちょっと何かあったの

かなと思って心配になりましたが、「今年は僕らが

作ったものを売りたいんだ」と言って、放課後に針箱

を持って、おたがいさんに女の子たちが集まってき

て、その場で１００円ショップで買ったフェルトなどを

使っていろいろ作っていました。それを見ていたばあ

ちゃんたちは、玉どめは裏でするんだとか、指導し

て、子どもたちもいろいろ教わっていました。前日に

は原価計算とかしながら、ああでもない、こうでもな

いと言いながら、クッキーもたくさん作って、当日

売っていました。

　だいたいこういう行事を一回やると、１８０人から２００

人ほど、地域の方がやって来ますが、終わった後に、

僕が「いくら儲かった？」と子どもたちのところに見

に行ったら、「原価が２００円だから、３００円ずつ分けて、

残りは全部被災地に寄付する」と。大人は何も絡んで

いないのに子どもたち自ら「被災地に寄付する」とい

う言葉が出てきました。それを聞いて、ちょっと泣き

そうになりましたが。おそらく地域って ５ 年、１０年、

１５年かけて練っていくものであって、この子たちが今

１０歳ぐらいですが、あと ５ 年、１０年たったときに、た
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ぶん地域のいろんな核になってくるのではないかと

思っています。

　それから子どもとの係わりで言えば、今スタッフで

働いている女性は、お母さんがここのスタッフですの

で、彼女自身が小学校のときから、当たり前に出入り

していました。中学、高校とバスケ部で、部活が終わ

り、おたがいさんの風呂に入って頭をふきながら「た

だいま」と出てくるような娘でした。高校の進路指導

の際に、僕に何の相談もなく、進路に「あおいけあ」

と書いて、学校の先生から「この度はありがとうござ

います」と電話がかかってきて初めて知った、という

ようなこともありました。

駄菓子屋さんという楽しみ

　おたがいさんの玄関脇には漫画が置いてあったりで

すとか、駄菓子屋さんを運営しており、そこの営業は

ばあちゃんたちがやってくれています。もちろん認知

症があるので、会計などは遅かったりするのですが、

子どもたちに「いくらだ」と聞いてお金をもらって、

また「釣りはいくらだ」と聞いてお金を返すというか

たちで支払いが成立しています。ここに関しては採算

部門ではないので、全部寄付してしまっているような

もので、レクリエーションだと思ってやっています。

それでも、だいぶ売れています。またスタッフたち

も、子どもたちを当たり前に連れてくるので、台風な

どで学校が休みになるともちろん子ども同伴で普通に

出勤していますし、結構当たり前に、ばあちゃんたち

とスタッフの子どもが一緒に風呂に入っていたりしま

す。

お年寄りは豊かな社会資源

　僕らの仕事は、介護保険と同じように、お年寄りを

被介護者にすることではなく、社会資源にしていくこ

とですので、例えば地域の公園の月 １ 回の清掃活動や

花壇を作る作業なども、すべてお年寄りが参加して、

やらせてもらっています。そういうことをやっている

と、地域の花の会の人たちから逆に介護教室をやって

くれないとか、忘年会をやるけど、ばあちゃんたちも

一緒にどうですかということで声を掛けてもらい、私

たち自身も地域の一員として扱ってもらっています。

　たとえばディズニーランドでは、キャストがゲスト

にサービスを提供するというかたちですが、うちの場

合は、高齢者とスタッフがキャストで、地域に対して

サービスをするという考え方で行っています。なの

で、マニュアルとかも一切なく、お風呂に入る時間も

決まっていないという中で、その日にやることを決め

るのですが、お年寄りもスタッフもキャストなので、

看る―看られるという関係ではなく、ともに地域をつ

くる仲間です。むしろ知的資産を持っているお年寄り

の方が上位のキャストになります。

お餅つきで地域の人たちをもてなす

　去年お餅つきをやった時には、施設のすぐ横の畑で

けんちん汁の野菜を全部作り、小豆は大きい畑を借り

て作ったもので、ばあちゃんたちが選別して煮て、あ

んころ餅の材料にしています。そして、しっかり要介

護が付いているじいちゃんたちがお餅つきをしていま

す。また他にも、じいちゃんが稲わらを使ってしめ縄

飾りを作り、展示即売して売っていたり、ばあちゃん

たちも地域の方と混じってお餅を配っていますが、ど

の方がサービスを利用されている高齢者かわからない

ほど当たり前になじんでいます。こうして、じいちゃ

んばあちゃんたちが地域の方たちをもてなしました。

　流しそうめんの行事の準備も、地域にあいさつに行

くところからお年寄りと一緒に行き、もらってきた竹

を子どもたちと一緒に割って、節を抜いて、やすりを

かけます。開会のあいさつも、僕の仕事ではなくて、

基本的にはお年寄りがすべてあいさつをします。そし

て、地域の方がかなり遊びに来ます。

自立の支援こそが介護の仕事

　また、ある日の風景として、栗拾いに行きました

が、これは企画ということではなくて、その日、急に

「栗拾いに行こう」ということになり行きました。訪

ねた先の栗拾いの農家さんが老老介護のおうちで、ば

あちゃんが車いすの生活になっちゃったから出荷がで

きない、とのことだったので、「じゃあ、今年は手伝お

うか」ぐらいの勢いになり「あわよくばお金が出ない

かな」ということも考えながらやっています。ばあ

ちゃんたちもしっかり皮をむいて、渋皮煮をたくさん

作って、自分のうちにも持って帰りますし、地域の方

にも配っています。

　よく聞く話ですが、介護現場が業務だけになってし

まい、介護職は専門職にもかかわらず、お茶を出すと

か、トイレに連れていくとか、専門性がほとんどない

誰でもできる仕事をやって、これでほとんど終わって
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しまっていることが大きな問題だと思っています。そ

して、どうしても支配的、管理的な仕事になってし

まっています。僕らが本当にしなければいけないのは

自立の支援なので、逆に、一緒に掃除をしたり、一緒

にお茶を入れることで、自立の支援につなげていくこ

とが大切だと思っています。

地域への社会参加で幸を広げる

　今回のテーマである地域についてですが、なぜ僕ら

にとって地域が必要なのかというと、地域がないと、

お年寄りは社会資源になりません。施設の中でお年寄

りと掃除をしていたら自立の支援にはなりますが、施

設ではなく神社や公園で掃除をすれば、社会参加であ

りお年寄り自身が社会資源となり、親子連れから「い

つもご苦労さまです」とお年寄りが言ってもらえる。

また庭でお花を植えていたらレクリエーションです

が、公園の花壇でお花を植えていると社会参加になり

ます。だから、活動する場所が広がっていけば広がる

だけ、お年寄りも幸福になっていくし、スタッフの専

門性も幸福度も高まってくるので、どんどん外に出て

いっています。

　統計を見ると、ボランティアの参加率で一番高いの

は６５歳以上の男性ということなので、「散歩に行こう」

と声を掛けてもなかなか出てきてくれない男性でも、

「掃除に行こう」というと、みんな出てきてくれます。

そこで今、スタッフたちと考えていることとして、学

校の登下校の下校時間に月 １ 回とかではなくて、じい

ちゃんばあちゃんと地域クリーンに頻繁に出掛けると

犯罪の抑止にもつながってくるのではないか、といっ

たような戦略を練っています。

心根の優しい介護職が働ける場を

　うちのスタッフさんたちは、利用者さんのことを看

る対象ではなく、いろいろなことを教えていただける

対象だと思っています。介護現場では離職率が高く、

やりたい人はいないということが、よく問題になりま

すが、うちのスタッフさんたちは ３ 年以上、介護職の

離職はゼロです。これは簡単なことで、基本的に介護

職は銭金の問題ではなくて、人の役に立ちたい、人の

ために働きたいという人が多い一方で、多くの現場で

は人の管理や支配をさせるのが仕事になってしまって

います。そして心根の優しい人ほど、その現場からい

なくなってしまうという変な環境になっています。な

ので、その方たちが誇りを持ってお年寄りのために働

ける職場をきちんとつくることによって、外国から介

護労働の人材をよばなくても、きちんと介護人材の地

産地消はできると、僕は思っております。

　小規模多機能は、本来、自宅や病院といったところ

を支えていけばよいサービスではありますが、それを

近所の子どもたちとの係わりをはじめとして社会活動

などを理念に置けば、どんどん活動の現場は施設から

近所へ、さらに地域社会に広がっていくと考えていま

す。外に開くためには、例えば子どもたちが遊んでい

たら危ないよというような発想になってしまったらで

きませんので、介護の質あるいは、認知症に対するケ

アがきちんとできないといけません。そのあたりは必

須条件になってくると思います。基本の日常的なサー

ビスとしては、お年寄りがプライドや生きがいを取り

戻して活動できるような環境をつくっていくと、お年

寄りはゼロからプラスになってくるということでやっ

ております。

　ご清聴ありがとうございました。
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高島

　早野さんは、桜美林大学で教授をなさる一方、１０年

以上にわたってスローライフ運動を率先して取り組

み、日本に広めるということもやっておられます。こ

の運動は朝日出身の名ジャーナリストでありました筑

紫哲也さんが、生前、中心になって進めていらしたも

のです。そうしたご経験に加え、田中角栄の取材を通

じてご覧になった新潟県――特に新潟第 ３ 区の選挙区

――における地域の実情の現状なども含めて早野さん

からお話を伺いつつ、「地域力をどう高めるか」とい

う、今回の円卓会議のテーマに沿ったお話をお聞きし

たいと思います。私自身もどのようなお話が伺えるの

か大変に楽しみにしております。

　まず、最初の質問として早野さんに伺いたいのは、

昨日、今日と議論をお聞きになっていて、今どんなご

感想をお持ちか、そこからお話しいただけますか。

早野

　私が改めてひとしきりお話しするのは、いかにも蛇

足なような気がいたしますが、プログラムとしてあり

ますので、その役割を果たすためお話しいたします。

　昨日は下條村の伊藤村長さん、それから逗子市の平

井市長さんのお話を伺いましたが、なるほどな、と思

いながら聞いておりました。下條村長さんは、もっと

もっと役場の職員が働くべき、ということをお話しさ

れていましたね。逗子市長さんのお話の中で印象的

だったのは、市民も縦割りだということです。行政機

構が縦割りであることは、官僚機構の縮図のようなも

のですが、市民もそれぞれ横のつながりが必ずしもあ

るわけではないのかなと思いながら聞かせていただき

ました。

　そして今日は、むしろ市民の側からといいますか、

下からと言うべきか、沸き上がる大きなチャレンジや

絶え間ない営み、そして隣人に対する思いといったも

のが一つの社会活動になっていくお話をたくさん伺い

ました。私はあまり何も知らないまま、のこのこ出て

きて自分で吸収することが多く、ありがとうございま

した。おそらく何か結論めいたことがあるのではな

く、こうした社会的な動きについて今後も議論した

り、行動に移していかなくてはいけないのだと思った

次第です。

高島

　ありがとうございました。今日の基調講演で、内山

節さんが７０年代の途中から群馬県上野村に一年の半分

は住んでおり、風邪をひかれたのも山に登ったからと

いうこともお話をされていましたが、実は早野さんも

東京と田舎の二重生活のようなことをやられています

よね。群馬県南牧村（なんもくむら）に桜美林大学の

学生を毎年連れていって、いわゆる山間の村の暮らし

と都会の暮らしとを自分自身で比較しながら体験をさ

せるということをやっておられます。学生を村に連れ

て行ったときには、単に学生も活動するだけではなく

て、地元の人たちともよく対話をされるなど、交流さ

れていらっしゃるそうですね。

　まず、ご自身の村での経験、体験を基に、今回の円

卓議論の中で出てきた地域力、特に新しい時代の地域

づくりといったものが、実際にこの南牧村ではどのよ

うに進んでいて、また早野さんご自身がどうしてこの

村を選ばれたのかということも交えてお話をいただけ

ますか。

早野

　まず高島さんのご質問に答える前に、本日の内山さ

んの話を聞いてびっくりしたのですが、内山さんの家

があるのは上野村。あの村は以前、日航機が落ちたと

ころですね。私が通っている南牧村は、「なんもくむ

ら」と読みますが、長野県にも南牧村があり、読み方

が「みなみまきむら」です。群馬の南牧村は上野村と

隣です。そこに毎年、桜美林の私のゼミ生――女子学

生が多いですね――とともに行っています。なぜ行っ

ているかといえば、先ほど紹介していただいたよう

対　談

早野　透（桜美林大学教授／元朝日新聞編集委員）
高島肇久（株式会社日本国際放送特別専門委員／２１世紀かながわ円卓会議運営委員）

地域力を育てる鍵は？
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に、スローライフ運動をここ十数年やっていますが、

筑紫さん、それから朝日の先輩の川島さんのお二人が

リードしており、実は筑紫さんが亡くなられた後、ス

ローライフ学会が立ち上がり、学会の会長を、この会

議のモデレーターでもある神野さんが務めていらっ

しゃいます。

　その南牧村で知り合った、神戸とみ子さんというす

ごくエネルギッシュなおばさんに、学生たちに昔なが

らの生活を体験させたいと思い、相談したら、私のと

ころにいらっしゃいよということになり、毎年行って

いる次第です。南牧村は、高齢化率が５７％で日本一で

す。信号機は一つしかないし、コンビニはもちろんあ

りません。谷筋をずっと入っていった奥にある山村で

す。上野村は隣にありますが東京電力の発電所があっ

て、そこからどかっとお金が入るので立派な村です

が、南牧村は何もなく、すごく貧乏です。しかし、神

戸とみ子さんは自ら“ふるさと再生仕掛け人”を名乗

り、私たちのスローライフ活動の中の一員として大活

躍してくださっています。本日の議論の中でも「地域

力」というのは何だという話があり、人、リーダー

シップ、そしてつながり、ということなどがあげられ

ましたが、「そうだ、神戸とみ子さんこそ、まさにその

地域力だ」と思ったほどです。彼女に頼り毎年、村に

行きますが、彼女の紹介で村長さんとも毎年会います

が、神戸さんの方が村長よりも遥かに元気がいいです

ね。

　今年は小学校、中学校の授業を見学したり、一緒に

給食を食べましたが、小学校は３８人、中学校は２２人し

か子どもがいません。 １ 学年一人しかいないという学

年も小学校にはありますが、子どもたちが少なくな

り、一方ではお年寄りが増える。村全体の人口は２，９００

人ほどですが、老人ホームの入居待ちが９０人いると

か、それから１００歳以上のお年寄りが ９ 人いるとか、あ

る意味では幸せな村かもしれません。

　先生によれば、村の子たちは中学校を卒業すると、

高崎などにある高校に行かなくてはいけないので、そ

うすると、急にどかっと大人数の中で暮らしていかな

くてはならない。今までは例えば ４ 人ぐらいのクラス

で、すぐ当番が回ってきて嫌だ、なんて子どもたちは

言っていますが、先生たちは、高校に入った時に、大

人数の雰囲気に圧倒されないように子どもたち自身に

自信をつけさせたいと一生懸命がんばっていらっしゃ

る先生方がたくさんおられました。

　それから、この村の産業としては、スギの木、養蚕、

それからコンニャクの ３ つでした。昔は、こうした産

業で結構、繁盛していたそうですが、最近はスギの木

などは、非常に安くなっているそうですね。養蚕につ

いても、近くに富岡製糸場があったので、明治以来、

富岡製糸場に蚕の繭を出荷していました。しかし、製

糸産業そのものが衰退し、今では富岡製糸場も世界遺

産の候補になるような時代です。それからコンニャク

については、もともと育てるには傾斜地が適していた

のが、平地でもできるように品種改良されたことで、

今度は南牧村のような傾斜地で育てるのはむしろ割が

合わない、という事態になりました。ただ、まだ残っ

ており、みなさん懸命にやっています。

　僕の学生たちも、このコンニャク作りをはじめ、農

家のトマトを摘んだり、それから林道の脇で薪割りな

ど、いろいろ経験させてもらっています。桜美林大学

に通う学生は、ほとんどが神奈川県からの学生で、い

わゆる都会っ子です。アルバイトやさまざまな授業の

課題もあり、何だかんだいって、学生たちも忙しく大

変だけれども、初めてこういう村に来たという子が多

く、昔ながらの生活の原型みたいなものを体験してほ

しいと思って、毎年行っています。

　今回の円卓会議の「地域力」という話を伺いなが

ら、南牧村の地域力はどうだろうか？と考えてみる

と、それほど芳しいものではないのかもしれません。

ただ、であればこそ、何か頑張ってみようという、そ

の地域リーダーが出てきて何とかやっているという状

況です。ちなみに“なんしぃちゃん”という南牧村の

ゆるキャラも作っています。いずれにしても、懸命に

一つの山村として生きようとしている、その姿に学生

たちが触れることは貴重な体験だと思っています。

高島

　本日の内山さんの基調講演やお書きになった本も何

冊か読んでみましたが、それによれば、内山さんの上

野村では、行政に頼るよりは住民たちがお互いに助け

合い、また必要に応じて、例えば困ったときは １ 年

間、周りが面倒を見るといったような昔ながらの伝統

がずっと残っています。また信仰も、山の神様をはじ

め、いろいろな神様がそれぞれの場所にいて、その共

通の祈りが、村の人びとをつなぎとめる絆のもとであ

り、そこから地域力、コミュニティ力が生まれてくる

というようなお話があったかと思いますが、早野さん

も、南牧村でそうしたことは感じられるのでしょうか。

早野

　ええ、もちろんです。今日の内山さんのお話でも、
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自然、人間、それから祈りと、この ３ つで上野村の共

同体が成り立っていると。おそらく日本の古い共同体

はそうした仕組みだったのでしょう。内山さんのよう

な哲学者が上野村で感じる深さと同じように感じる、

というところまでは行きませんが、私も南牧村で同じ

ように感じています。でも実際は、そこまである種、

ロマンチックなものよりは、やはり厳しい生活の中で

の苦闘の方が目につきますね。何年か前には台風で １

週間も水浸しになったということもありました。

　本日の共同体論も大変深くて興味深いものではあり

ましたが、これが横浜や川崎などの都市部の市民のた

くさんいるようなところで、この共同体のかたちが当

てはまるのだろうか。私が思ったのは、“民主主義”や

“市民”という概念が出てきて、市民のつくる共同体、

市民のイニシアチブによる共同体は、内山さんのおっ

しゃる伝統的共同体そのものではないような気がしま

す。と言いますのも、伝統的共同体は素晴らしい面も

ありますが、その一方では内部の差別や抑圧もありま

した。例えば、NHKドラマの『おしん』は、まさにそ

ういう抑圧の中から出発して生きていくという話でし

た。という意味でいえば、僕自身は、市民と民主主

義、そこからつくり上げる共同体ということが大切に

なってくるかと考えています。

高島

　そうした意味では、昨日の下條村の村長さんのお話

でも、住民が率先して、もしくは住民が自分たちの村

を自分たちの力でもって運営していくんだ、という意

識を持つことによって、村は大変、豊かなになってい

るということでした。そうしたものと比較して、南牧

村はどんな感じでしょうか。例えば、神野さんが先ほ

ど、あの村の下水道が浄化槽によるものということが

財政好転の一つの大きな理由ではないかというご指摘

もありました。

早野

　そうでしたね。下條村は、私は実態は全然知りませ

んが、昨日のお話では、基金も何十億円もあるそうで

すが、おそらく村長さんの言いたかったことの一つと

しては、役場がとにかく最小限やらなくてはいけない

ことだけやって、あとは、もっとみんなで働こうよと

いうことだったかと思います。そして基本的には役場

の職員はどんどん減らしていった中で、村全体として

活性化させていきました。「しかし、待てよ。そうい

うことでいいのかな」と、これも少し疑問に思ったと

ころがあります。

　南牧村も貧乏ですが、特に教育に対して予算をつけ

ています。小中学生の給食費は無償にしたり、山奥の

分校はすべて廃校にしたので通学が大変になり、その

費用を負担しています。ただ、とうてい理想的な運営

とは申しがたい。四苦八苦しながらやっているといる

状態です。

高島

　そうですか。先ほど、早野さんが引率していかれる

桜美林大学の学生たちのほとんどは、初めての体験だ

とお話しされていましたが、学生たちの反応はどのよ

うなものですか。

早野

　この神奈川県も含めて、日本が急速に都市化してい

く中で育ってきている若い世代なので、村で体験する

ことは驚くことが多く、ある種の感動を持って帰って

きます。たとえば夜中に空を見上げると、ものすごく

星が見えるので、「こんなに星ってたくさんあったの

か」ということであったり。学生たちも、あの星を見

ると、人間というもの、それから自然、宇宙あるいは

神というものを実感しているようです。そこまでは、

なかなかうまく学生諸君も表現しないけれども、そう

した感じを受けます。

高島

　今回の円卓会議では、“地域力”について話し合って

いますが、地域の住民自身がその地域に対してもっと

愛着を感じ、ある意味では責任感も持つようになると

いうことが、この円卓会議のテーマの大きな目標の一

つだと思いますが、実際にそういう学生の中から、地

域という問題について考える機運は生まれてきている

のでしょうか。

早野

　生まれていますね。私が最初にゼミを持ったときの

女子学生が、東京で結構いいところに就職したのです

が １ 年で辞めてしまいました。そして、山形県小国町

のふるさと青年協力隊のような制度を使い、移住しま

した。心配なので、この夏に、彼女のもとに訪ねてみ

ましたが、最初はやはり苦労も多く、まわりも「いっ

たい君は何しに来たの。農作業の手伝いに来たの？」

というような受け止め方だったのが、日々努力してい

るうちに、徐々に、その地域コミュニティの中に入っ
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ていったそうです。

　私が行ったときは、１０人ほどのお百姓さんをお寺に

集めてくれて、当時はTPPが農家にとってどういう

ことなのかということをみんなが心配しており、話し

合う会をやりました。山形県の農村には、とても素晴

らしい取組みをされており、そうした地域で、米や野

菜を作っている人たちの話に大変こころを動かされて

――「私は新聞記者だ」といって自分が記事を書けば

世の中、変わると思っていましたが、そんなことも吹

き飛ぶほどでした――帰ってきました。

　そうした地域の中に私の教え子が入っているという

のは、先行きどうなるのか心配ではありますが、とて

も幸せなことだと思っています。もちろん学生すべて

が、そうした道を選ぶわけではありませんが。

高島

　今日、『里山資本主義』という既に１５万部を突破した

角川新書を持ってきていますが、これはNHKの広島

放送局のディレクターが藻谷浩介さんとともにまとめ

たもので、岡山県の真庭市や中国山地のいわゆる過疎

の村など中国地方で実は大変素晴らしい取組みがあ

り、それについて紹介しています。先ほど、杉の木が

売れなくなってしまったという南牧村のお話もありま

したが、結局、現金収入がほとんどないままどんどん

廃れていった山間部の村で、（言葉で表現すれば月並

みですが）地産地消で、木材はバイオマスの発電やも

しくはペレットにして暖房や毎日の煮炊きにまで使う

といったようなことで、とても元気になった。

　その本では、他にも例えば高知県、島根県や鳥取県

など、さまざまな取組み事例を紹介しております。た

またま早野さんもこの本を偶然お持ちになっていて、

なるほど、地域の力とは何か、と考えると、今お話が

あったように、新しい角度から自分たちの地域にある

ものを見直すと、実はこれは大変なエネルギーを持っ

た力を発揮するということではないかと思います。

早野

　そうですね。私の友人で増山麗奈という女性の画家

がおりますが、彼女とは、イラク戦争反対のデモの取

材の中で知り合いました。彼女は東京に住んでいたの

ですが、福島原発の事故をきっかけに子どもが ２ 人い

ることもあって神戸の山のそばに転居しました。そし

て、先日、深夜バスで来て訪ねてきてくれた時に「早

野さん、私、里山資本主義やっているのよ」と言い、

近所の人に話をつけて、少し田んぼを借りて、自分で

お米を作っていたり、イノシシやシカが結構増えてい

るので、そうした肉も食べられたりして、お金はなく

ても何とか暮らせる、とのことでした。新幹線で東京

を往復するようなお金はないから深夜バスで来たのだ

けど、でも、そうしたことがみんな楽しい、と彼女は

話し、そのような暮らし方もあるんだなということを

感じ、これからの時代の一つの生き方なのかなと思っ

たりもしました。

　それで「この里山資本主義というのは、国家の体系

としては成立するのか」と尋ねたら、「早野さん、そん

なばかなことを考えているから駄目なのよ。つまり国

家の体系とか何とかじゃなくて、自分の住むところ、

地域でちゃんと暮らしていける、それでいいじゃない」

なんて言われまして、なるほどと思い、そんなことが

きっかけで本を読みました。

高島

　何かそれがスローライフの根源というか、一番の基

本ではないかなという感じもしますね。

早野

　私のゼミでは、先ほどお話ししたように夏は南牧村

に行きましたが、 ９ 月には福島原発にも見学に行きま

した。現地の人にお願いしてマイクロバスで行きまし

たが、女子学生もいるので、彼女たちの将来に何か

あったら大変だと思い、線量計を持って常に気を使い

ました。そして楢葉町や富岡町などに行きましたが誰

もおりません。そして、楢葉町のお寺を訪ねた時に、

ちょうど住職の奥さんがおられて、昼間だけいらっ

しゃるとのことでした。そして、そのご本尊の前に ６

つほどのお骨の箱があったのですが「これを埋葬でき

ないんですよ。みんな来られないし、お墓のどこに埋

めていいかということも分からず、とにかくここにお

預かりしているんです」と、涙を流しておられました。

　貧乏で金がなくてもスローライフを送っている南牧

村のようなところがある一方で、おそらく原発交付金

のような補助金がどかんと出て、しかし結局、放射能

事故によって、もう人が住めなくなってしまっている

まちもある。先日、石破幹事長は、そろそろ、もう帰

るのをあきらめる時期ではないか、ということを発言

されています。みんな、何とか帰りたいといってここ

まで希望をつないできたところに、そんなことを言っ

ても、どうもこんな状態では帰れませんよ、という話

になりかかっているのです。

　原発という文明の極致のようなものがある地域の方
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が、生活が失われている状態です。そういう意味でい

うと、私たちが、例えば東京や、横浜、川崎などの神

奈川の都市部で、子育てや高齢者ケアなどさまざまな

活動によって人びとの間をつないでいくことは、昨日

から伺っていると、大変な困難をいっぱい抱えながら

も、原発事故で住めなくなった地域のことを思うと、

これはある意味、まだ幸せなことなのだと思います。

　内山節さんの『文明の災禍』という本はすごくいい

本だと思って読ませていただきましたが、原発事故

で、自分のふるさとが失われてしまうということは、

文明の結果とも言えるのでしょう。地域力が今日の

テーマではありましたけれど、そういった視点で、そ

の地域力の先に広がるものとして、大きな文明のあり

ようについて問われてくるのではないかなと思った次

第です。

高島

　私自身も福島、それから宮城、岩手の被災した辺り

を毎年、自分の車で走り回って様子を見ていますが、

立ち退きを命じられた原発周辺の福島の町や村には人

がおらず、田んぼは荒れ放題となり、見捨てられた、

忘れられた佇まいになっています。おっしゃるよう

に、ああ、これが文明の一つの亀裂なのかと思うと、

極めてむなしい気持ちになります。

早野

　そうですね。田んぼももうつくれず、真っ黄色のセ

イタカアワダチソウが生い茂っています。そこにまた

除染した土をパックしたものが山積みになっていま

す。最近、小泉純一郎さんが盛んに脱原発と言ってい

ますが、今さらという感じもあります。ただ核のごみ

の捨て場はないんだということを、今さらながらでも

言ってくれるのであればありがたい。そして、原発は

もうやめた方がいいんだということにつながっていけ

ばと私も思います。

高島

　私たちが昨日、今日と話し合ってきたことは、まさ

に自分たちの住んでいる地域を、いかにして住民の

力、それから住民の意識を高めることによって、もっ

ともっと住みやすい場所にするか。そのときに行政に

何を求め、また行政を動かすためにどんな方策がある

のかといったようなことを話してきましたが、そうし

たことが話せる私たちは、福島のあの被災者の方々に

比べると、はるかにラッキーだということは十分言え

ると思います。

　もう一度、話を私たち自身に戻したいと思います

が、今日、昨日と話してきた中での地域力について、

早野さんが実際にご覧になった南牧村もそうですし、

それから東京の中でも、たとえば早野さんがお住まい

の新宿区神楽坂などコミュニティ意識が大変強いとこ

ろもありますね。例えばお祭りなどに現れる、地域住

民の連帯がその原点として、羨ましいくらいにありま

す。そういうことを考えると、その早野さんからご覧

になって、今後、私たちはいったいどういうかたちで

地域力を高めていけばいいのか。今までのご経験やご

覧になったこと。さらにあえて言えば、田中角栄を取

材されているなかで、山古志を含めて新潟第 ３ 区とい

う選挙区のあたりをご覧になって、あの当時と今、比

較してもずいぶん大きな違いが生まれているような気

がします。

早野

　私が神楽坂に住んでいるのは、まさに戦後、焼け野

原になったときに、おやじとおふくろが疎開先から

戻ってきて、自分たちで瓦礫を片付けて、その小さい

土地に掘っ立て小屋を造ったというところから始まっ

ています。しかし、新宿区神楽坂という地域はなかな

かいいところで、昔の地名をそのまま残しています。

小さい町がいっぱいありますが、大ざっぱな何とか何

丁目というのではなく江戸以来の地名をきちんと残そ

うという気運があり、そのせいか、それぞれのお祭り

が結構残っています。

　今、区長は中山さんという女性ですが、お祭りにな

ると、選挙を意識しているのかもしれませんが、すぐ

顔を出してきて、非常に親しみやすい方です。この神

楽坂には、昔は待ち合いだとか、さまざまな料亭が

あって田中角栄さんも遊んでいましたが、今はほとん

ど滅びてしまいました。でも、昔の石畳が残ってお

り、最近は、モンマルトルに似ているということでフ

ランス人が多いですね。

　最近は豪華なマンションも建っていく中で、戦後か

らずっと住んでいる私たち庶民と一緒に町内会活動を

することもなかなか難しいですね。町内会費なんて２００

円だったのが、マンション住民から半額に減らせ、と

言われて１００円にしたりして、ほそぼそとやっていま

す。ただ、子どもたちが集まって秋の祭りをやると、

マンションの住民も出てきて、それをフランス人が見

に来たりすると、マンションに住んでいるエリート商

社マンがフランス語で案内したりしているので、こう
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したかたちで新しいコミュニティも生まれるのかなと

いう気もしています。

　田中角栄さんみたいな金権政治家を取材していた一

方で、スローライフの活動などは、なかなか話がつな

がらない方がたぶん多いかと思います。でも、角栄さ

んという人は、貧しい新潟の農村から１５歳で出てき

て、さまざまな丁稚奉公をいっぱいやってお金もうけ

をして、そして軍隊にも行き無事に戻ってきて、戦

後、代議士になりました。もちろん金権政治は否定さ

れるべきだけれども、彼の政治行動は詰まるところ、

国家よりも地域なんですよ。中曽根さんなどは、とに

かく国家の復権だ、戦争に負けた恨みを晴らすんだ、

というような発想がどうしても先に立つ。これは東大

法学部で矢部貞治先生などに教わったりしたことから

そう考えるようになっているのかもしれません。

　田中角栄さんには、物事の具体的な積み上げや自分

の経験しかないから、まさにそういったことがまった

くない。軍隊では二等兵ですから、ぶん殴られてばか

りいましたので、そうすると、当時言われた大東亜共

栄圏や満州の五族協和など、彼はそんなのはちっとも

信用していませんでした。「そんなばかなことはない

んだよ。とにかく軍隊では殴られてばかりいるんだか

ら」ということで、戦後の彼が総理大臣になるときの

公約は、憲法 ９ 条を根幹とした日中国交正常化でし

た。それを安倍さんが今ひっくり返そうとしています

が、地域の中から生み出していくお互いを助け合う社

会をつくるには、まずは平和でなくてはならない。で

すから、そうしたことで、私の中では、角栄さんとス

ローライフと市民とが案外つながっています。

　越山会は、その地域に公共事業を持ってきてほしい

という集まりだと非常に喧伝されていますが、もとも

と越山会に集まった人たちは、戦前は小作人であり、

要するに農村の小作争議をやっていた人たちで下から

の民衆組織でした。地主や県庁を相手にしていたの

が、それが戦後になって農地改革で自分たちも田んぼ

を持てるようになったことで変わってしまった。その

前は社会党を応援していたのが、今度は角栄さんに頼

もうという構造になりました。

　だから、あの時代の農民たちの「自分たちの生活を

とにかく豊かにしたい」という思いは、戦後復興とつ

ながっていました。でも農村もかなり豊かになり、ま

た時代は新しく変わって、今回の円卓会議で議論され

ているような、介護や子育て、少子高齢化といった問

題が生まれる状況になっています。こうした問題を考

えると、確かにもうイデオロギー云々が問われるよう

な時代ではないという思いもします。ただ、そうした

諸問題が行政の中で縦割りにされて、つながっていな

いという懸念もあります。

　僕は今回、いろいろなお話を伺って、その民主主義

というのは永久の営みだという気がしました。「民主

主義は永久革命」という言葉もありますが、つまり、

これで完成ということはなく、日々の努力が求められ

るものだ、と。まずいことや失敗もあったり、そし

て、がっかりすることやくじけてしまうこともあるけ

ど、それでも少しずつでも前に進みたい、良くなりた

い、良くなってみんなが幸せになりたいという、言葉

で言うと何となくキザっぽくなるけれども、そういう

ことでしょう。そういう意味で、地域力というのは、

いわば“民主主義の小学校”ではないかと思った次第

です。

高島

　ありがとうございます。先ほど、午前中のまとめの

段階で、神野さんから、日本では行政に甘えるなとよ

く言われるけれども、それは本末転倒だというお話が

ありました。確かに振り返って考えてみると、１９６０年

代、７０年代、住民は、例えば田中角栄のような政治家

を使って、行政からいかに自分たちの地域を豊かにす

るためのお金を引っ張り出してくるか。それこそ、い

ろいろな工事を持ってくるかということが重要でした。

　そうした時代が終わり、新しい時代では、「行政に甘

えるな」ということではなく、さまざまな課題を抱え

る中で、自らできることは自分たちで行い、「行政には

ここをやってほしい」というところについては住民の

側から行政に対して強く言う。それをまた、先ほどお

話があった地方の政治家も、その辺の感性をもっとす

るどくして、住民の望みをきちんとくみ上げて行政を

動かすという、好循環が生まれることが、これからの

日本の地域力を高める上で必要になるかと思います。

そのような時代に合った民主主義を私たちは構築する

必要があるかな、と感じました。

　時間をちょっとオーバーしましたが、これにて早野

さんとの対談を終わらせていただきます。早野さん、

ありがとうございました。

早野

　どうもありがとうございました。
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　　　　高島肇久（株式会社日本国際放送特別専門委員／２１世紀かながわ円卓会議運営委員）
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